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町
の
将
来
を
担
っ
て

　
　

一
元
的
に
担
う
た
め
、
松

川
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
地
域
と
協

同
し
て
観
光
地
域
づ
く
り

を
担
う
法
人
）
を
30
年
３

月
に
向
け
て
設
立
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
く
だ
も
の
の
里
ま
つ
か

わ
の
く
だ
も
の
観
光
に
加

え
、
歴
史
や
自
然
体
験
な

ど
地
域
の
観
光
資
源
を
生

か
し
た
「
滞
在
型
」
観
光

の
推
進
や
、
地
域
全
体
の

観
光
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

　
目
的
は

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
と
い
っ
た
社
会
的
課
題

を
背
景
に
、
観
光
を
手
段

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
よ

り
地
方
創
生
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。
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事 業 の 概 要

地域住民
飲食店 農林業

商工会 行　政

交通事業者 宿泊施設

滞
在
交
流
型
の
観
光
を
推
進

観光を手段としたまちづくりの先には、以下のような効果も期待されます。

産業の活性化・雇用創出

松川町版
DMO

交
流
人
口
の
増
加

滞在交流型の観光で農業をはじめ第1～3次産業
全体の活性化に貢献する。

移住（Ｕ、Ｉターン）の促進

①滞在交流プログラム・旅行商品の造成販売

内容 期待効果

内容 期待効果 内容 期待効果

内容 期待効果

②“ワンストップ” 観光窓口

③広報・マーケティング ④青年の家リニューアル

地域外の人との交流を通じて、郷土愛や地域の誇り
を醸成し、ＵＩターンの促進に貢献する。

●自然や人や農的生活を素
　材にした松川ならではの
　体験と交流のプログラム
　を地域の方と共同で作り、
　販売。

●地域に新たな生業や経済
　効果を創出。
●人と人の交流を通じて
　「松川の誇り」「松川への
　憧れ」を生み出す。

●過ごし方、食事、宿泊の情
　報を1ヶ所に集約し観光
　案内所や専用ウェブサイ
　トを運営。

●松川に関心のあるお客様
　を漏れなくおもてなし。
●町内の資源とお客様を適
　切に繋ぎ合わせる。

●パンフレット、ウェブサイト、
　SNS等による情報発信と
　効果測定（満足度調査等）。
●ふるさと納税の返礼品選
　定や開発。

●新たな松川ファンの獲得
　と「松川ブランド」のさら
　なる磨き上げ。

●家族客、若年層を対象に
　した宿泊施設の提供。
●自然体験や環境教育のプ
　ログラムを提供。

●日帰り客、若年層を取込
　み、観光消費額増加と雇
　用の創出。
●体験型教育の環境充実
　＝子育て環境の充実。



　
議
会
は
11
月
30
日
に
議

員
協
議
会
を
開
き
、
観
光

局
準
備
室
に
説
明
を
求
め

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
含
め
て
、
旧
松
川
青

年
の
家
の
利
用
計
画
な
ど

の
詳
細
と
、
こ
れ
か
ら
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
き
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

合
宿
な
ど
に
来
て
い
た
だ

い
た
参
加
者
用
に
多
人
数

宿
泊
可
能
な
部
屋
も
残
す

こ
と
。

●
青
年
の
家
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
構
想
に
つ
い
て
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
な
か
で

計
画
し
、
利
用
者
に
即
し

た
施
設
の
改
良
を
行
う
と

と
も
に
、
利
用
者
増
を
目

指
し
て
町
の
補
助
金
だ
よ

り
の
運
営
に
な
ら
な
い
よ

●
観
光
局
の
企
画
の
な
か

で
民
泊
な
ど
も
計
画
に
あ

る
が
、
商
店
街
と
の
取
り

組
み
も
計
画
す
る
こ
と
。

多くの住民が参加した観光づくりセミナー多くの住民が参加した観光づくりセミナー

●
新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
開
拓
に
取
り
組

む
旧
青
年
の
家
の
宿

泊
を
含
め
た
施
設
利

用
は
、
町
の
子
ど
も

た
ち
に
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
考
え
る

こ
と
。

●
今
ま
で
来
て
く
れ

　
　
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や

う
に
す
る
こ
と
。

●
施
設
の
利
用
だ
け
の
収

支
で
は
な
く
、
町
全
体
に

お
金
の
落
ち
る
シ
ス
テ
ム

の
検
討
も
進
め
る
べ
き
。

（
宿
泊
は
素

泊
ま
り
が
基

本
で
、
食
事

の
提
供
は
町

内
の
民
間
施

設
に
誘
導
す

る
よ
う
な
配

慮
を
）
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議会からの意見や要望議会からの意見や要望

旧青年の家の活用

組織体制

「旧松川青年の家」改修の全体スケジュール（案）

行政の力

理 事 会

社　　員
事 務 局

部　　会

意義・目的

関係団体連絡会議

民間の力
公共性の高い事業を民間の感覚・手法で行っていくため
非営利法人（一般社団法人）を設立します。

・社員総会で決定する法人の意思決定機関。
・観光地域づくりに関わる民間人と、
　関係部署の行政職員で構成。
・5～9名程度。

・観光地域づくりについて、関係団体と
　情報共有や意見交換を行う場。

・「滞在交流プログラム」等の事業に
　関わる人々との情報共有、意見交換を行う場。

×

・一般社団法人の事
　業を推進する職員。
・観光地域づくりに関
　わる行政職員、民間
　組織の出身者（地域
　おこし協力隊、嘱託
　職員等）で構成する。
・10名程度。

・従業員という意味では
なく、一般社団法人を
構成する会員のこと。
・町、商工会、JA、区、事
業者・個人等を想定。

①松川青年の家を自然体験のできる宿泊施設へ

●清流苑のシニア層とは違う、新たなターゲットを囲い込み。

交流人口の増・地域経済の活性化・移住者増

●松川町の宿泊施設不足の解消
⇨来町者26万人のうち、24万人は宿泊していない。

⇨日本市場はモノ消費からコト消費に

フォレストアドベンチャーと協働し、
子育て世代・若者世代をターゲット　に

平成29年度（2017年度）
11月 12月 1月 2月 3月

平成30年度（2018年度） 平成31年度（2019年度）

上中下上中下上中下上中下上中下
４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
１０
月
１１
月
１２
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

①
準
備
全
般

②
辺
地
債

③
県
補
助
金

当
初
予
算
査
定

当
初
予
算
議
決

宿
泊
提
供
開
始

予
算
議
案
提
出

当
初
予
算
入
力

県
に
提
出

活
用
に

議
決
業
者
選
定（
設
計
）

入
札（
設
計
）

完
了
検
査

完
了
検
査

業
者
選
定（
工
事
）

入
札（
工
事
）

設
計
期
間（
2
ヶ
月
）

工
事
期
間（
7
ヶ
月
半
）

予
備
工
事
期
間（
2
ヶ
月
半
）

県
か
ら
回
答

議
案
提
出

30
議
員
協
議
会
で
経
過
報
告

協
議
期
間

計
画
書
の
作
成

概
算
費
用
の
把
握

交付申請

プログラム作り（春夏秋冬）

パンフレット等の営業ツール作成

ウェブサイト作成

宣伝・営業活動

各種サービス

モデル施設

リニューアル構想

アドバイザー相談

必要改修
箇所の見積

見
積
依
頼

ニーズ

更新日：2017年11月30日



なぜここでの補正か

ここが聞きたいここが聞きたい12月定例議会総括質疑

（歳入）（歳入）

ここが聞きたいここが聞きたい
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一般会計補正予算（第4回）主な補正内容

内　容

地方交付税

町　　　税

寄　付　金

補正額 起債繰上償還

特養松川荘施設修繕

道路補正他工事
燃やすごみステーション集積庫
増設
松川北小学校給食室エアコン
設置工事
ＩＣＴ機器整備事業

保育園施設改修

5000万

230万

850万

169万

550万

252万

155万

（円）
（円）

将来の負担を低減するため起債の繰上償還を実施
緊急対応　
（トイレ内装パネル取替・北棟屋上修繕）　
側溝整備（1箇所）・道路補修（4箇所）・路肩補修
（15箇所）など、緊急に対応すべき箇所について工事
燃えるごみ分別変更に伴い、集積庫を増設

夏場の安全安心な給食の提供
小中学校へ教材提示装置
モニターテレビ65型を1年生クラスへ4台
中央保育園多目的室網戸設置・大島保育園トイレ改修
消毒防止ネット修繕・上片桐保育園流し台修繕

事 業 名 内　　容 補正額

4120万

880万

283万

やっと環境改善（北小給食棟）

松川町　本会議　会議録

　
　
　

土
地
評
価
意
見
書
作
成
９６
万
円
は
新
た
な

要
領
を
作
成
す
る
た
め
、
不
動
産
鑑
定
士
や
公
認

会
計
士
な
ど
の
専
門
家
を
必
要
と
す
る
。

　
　
　

法
人
税
３
０
０
万
円
増
は
製
造
業
が
好
調
で

ア
ッ
プ
の
見
込
み
額
。
家
屋
固
定
資
産
税
１
６
０
万

円
増
は
新
築
・
増
築
６５
件
あ
り
。
償
却
資
産
４
６
０

万
円
増
は
申
請
の
遅
い
方
や
修
正
申
告
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
　

リ
ニ
ア
ガ
イ
ド
ウ
エ
イ
置
き
場
は
、
当
初
か
ら

町
の
企
業
団
地
と
し
て
計
画
し
て
い
た
場
所
で
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
の
発
生
土
を
使
っ
た
造
成
計
画
を
町
主
体
と
し

て
行
う
た
め
の
計
画
作
成
で
あ
る
。
住
民
に
説
明
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
　

文
部
科
学
省
に
よ
る
通
達
で
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
等
援
助
金
が
倍
近
く
増
額
と
な
り
、
差

額
分
を
小
中
学
生
と
も
に
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

１
５
５
万
円
増
は
県
の
整
理
機
構
へ
督
促
を

依
頼
し
て
い
た
も
の
で
２
件
回
収
が
で
き
た
こ
と
に
よ

る
。
継
続
的
に
督
促
し
て
い
く
。

　
　
　

エ
ア
コ
ン
は
北
小
学
校
の
給
食
棟
へ
の
設
置
で

あ
る
。
児
童
の
食
の
安
全
の
確
保
で
あ
り
春
休
み
を

利
用
し
て
設
置
す
る
。

　
中
学
校
へ
教
育
用
と
し
て
６５
型
の
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ

ー
を
１
年
生
に
４
台
設
置
。
教
材
提
示
装
置
と
は
教

材
を
読
み
取
る
装
置
で
あ
り
全
学
年
で
利
用
。

　
　
　

２
９
９
万
円
増
は
期
の
途
中
で
は
あ
る
が
新

規
農
業
者
に
活
用
さ
れ
た
。
事
業
費
の
半
分
が
交
付

決
定
。

　
　
　

１２
月
補
正
で
は
し
な
い
。
５
千
万
円
は
償
還

に
回
す
。

　
　
　

春
に
は
窓
を
開
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　12月定例議会では専決処分事項の報告と、条例について一般職員給与・個人情報保護・町税の3
件の改正について、補正では一般会計（第4回）・国民健康保険（第3回）・介護保険（第2回）・公共
下水道（第2回）・農業集落排水（第2回）・保養宿泊施設（第3回）の事業について慎重に審議を行
いました。主な質問は以下のとおりです。

　 

ど
こ
に
あ
る
職
場
の
プ
ロ
意
識（
黒
澤
議
員
）

　 

北
小
エ
ア
コ
ン
設
置
・

　
　

　
教
材
提
示
装
置
整
備
は
（
間
瀬
議
員
）

　 

耕
作
放
棄
地
の
利
活
用

　
　

　
補
助
金
最
大
限
活
用
を
（
中
平
議
員
）

　 

当
初
予
算
で
計
上

　
　

さ
れ
な
か
っ
た
事
業
は
い
つ
（
佐
藤
議
員
）

　 

な
ぜ
こ
の
時
期
に
網
戸
予
算
を（
黒
澤
議
員
）

　 

な
ぜ
今
な
の
か

　
　

　
固
定
資
産
税
歳
入

（
島
田
議
員
）

　 

松
川
イ
ン
タ
ー
造
成

　
　

　
概
略
計
画
作
成
の
意
図
は
（
坂
本
議
員
）

　 

補
正
増
額
？

　 

準
要
保
護
児
童
就
学
援
助
費
（
熊
谷
議
員
）

　 

徴
収
で
き
た
町
税
延
滞
金
（
米
山（
俊
）議
員
）

本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁



リニア対策特別委員会
　委員長　熊谷宗明議員

リニア対策特別委員会
　副委員長　間瀬重男議員

リニア対策特別委員会設置

松
川
町
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地

域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第

９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る

条
例工

場
立
地
法
の
一
部
改
正
と
は

工
場
を
建
て
る
際
の
周
辺
の
環
境
に
配
慮
す

る
法
律

●
工
場
立
地
法
の
緑
地
面
積
率
の
変
更

　
緑
地
面
積
率
２０
％
以
上
を
１０
％
に

●
工
場
敷
地
面
積
に
対
す
る
環
境
施
設
の
面

　
積
率
２５
％
以
上
を
１５
％
以
上
に
変
更

●
指
定
区
域
の
み
緩
和
す
る

　
工
場
敷
地
内
の
緑
地
率
を
軽
減
す
る

条
例
で
企
業
の
負
担
を
軽
く
す
る
も
の
。

生
産
性
・
経
済
性
向
上
に
も
適
性
。
　

米
山（
俊
）議
員

　
町
内
の
企
業
団
地
に
お
い
て
限
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
企

業
の
発
展
と
基
盤
強
化
の
面
で
良
い
。

　
　
　
間
瀬
議
員

　
工
場
拡
張
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
条

例
で
工
業
団
地
の
中
で
企
業
側
か
ら
再

三
要
望
さ
れ
て
い
る
懸
案
で
あ
る
。

　
　
　
　
坂
本
議
員

　　
工
場
誘
致
が
難
し
い
な
か
、
町
は
町

内
の
企
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
大

事
と
考
え
る
。
緑
を
守
る
会
か
ら
環
境

に
配
慮
の
要
望
書
が
あ
り
、
環
境
に
つ

い
て
考
え
る
べ
き
だ
。
　
　
佐
藤
議
員
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私の主張・信念私の主張・信念 討　論

反
　
対

賛
　
成

反
　
対

　
第
４
回
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
来
年
度

事
業
が
１２
月
に
補
正
計
上
さ
れ
る
の
は
疑

問
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
議
員

　
観
光
局
法
人
登
記
費
用
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
観
光
局
は
ま
だ
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
て
い
な
い
、
第
二
の
観
光
課
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
　
　
　
米
山（
郁
）議
員

　

　2027年にはリニア中央新幹線が南信州に開通、
10年後の松川町を考えていくうえで、今抱えている問
題、これから発生する数々の問題に対処すべく調査、
検討を行うためにリニア対策特別委員会を設置する
こととしました。

1.名　　称　　リニア対策特別委員会
2.設置根拠　　地方自治法第109条及び松川町
　　　　　　　議会委員会条例第5条
3.設置目的　　リニア対策に関する調査（対策）
4.委員の定数　１４人
5.調査期間　　調査終了まで

　重責を担うことになりました。二元代

表制のもと、住民の皆様の声に寄り添い

懸念される課題に向き合っていく所存

です。また１０年後の開通に向けて真剣

に取り組み、夢と希望がある、持続可能

な町を目指します。

　安全安心を第一に行政と町民の皆様

とともに、情報を共有しより良いまちづ

くりのために頑張ってまいりますので、

よろしくお願いいたします。

平
成
29
年
度
松
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
回
）に
つ
い
て

松川町　本会議　会議録本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。



質問・意見 答弁

夢のある図書館に

社会文教
常任委員会11日（月）に総務産業建設常任委員会を行い、委員

　平成29年度松川町一般会計補正予算（第４回）、国民健康保険事業特別会計補正予算（第３回）、介護
保険事業特別会計補正予算（第２回）については、全員賛成で当委員会では、各補正予算とも原案の通
り認めることが妥当と決した。

　中学校給食棟建設進捗状況の確認と補正で

だされた名子中央保育園多目的ホールの網戸

設置現場・中央小学校図書館改装現場を視察

し、名子の旧商業施設も見て、今後の利用な

ど課題について確認し、その後協議を行いま

した。

調査・研究

6

①軽自動車税の現年課税分140万円の
増の理由は。

②延滞金115万円の増の内訳は。

③保育所費の賃金の減905万円で保育
サービスができているか。
④名子中央保育園の生ごみ処理機の中
古品購入の理由と多目的ホールへの
網戸の設置の説明を。

⑤めばえ支援事業の30万円増の理由と
実績は。

⑥オレンジカフェの利用が増えている。
今後の職員育成は。

⑦コスタリカ・ホストタウン計画の目的は。

⑧国民健康保険の基金積み立て7000万
円は、冬を迎えるこの時期だが予算的
に大丈夫なのか。

⑨介護予防の1000万円の減額の理由
について。

①予算編成時より四輪車の新車購入による登録が、
自家用貨物車50台、自家用乗用車100台余り
増えたことによる。

②延滞整理機構への委託と県税徴収対策室あわせ
て97万円程と、町が徴収した分の合計115万円です。
③現在73名体制で充足させている。

④購入価格が新品より10分の1ということ、使用
頻度と必要能力を考えた上で、中古品でも十分
対応可能と判断した。網戸の設置は夏場の窓の
解放時に必要と判断した。

⑤現在6件の申請があり当初予算で不足が予想さ
れることによる。平成14年から85件の申請が
あり、26件が出生に結びついている。

⑥経験者を探している一方、地域おこし協力隊員
が介護予防運動指導員の資格取得中である。

⑦コスタリカの柔道トップアスリートとの交流や、
スペイン語講座などを通して町民の国際化・グ
ローバル化を目指したい。

⑧例年の実績に基づき4％の医療費上昇で見込み
を立てたがここまで前年度を下回る状況であり、
予備費も7000万円を上回っている。冬場のイン
フルエンザなどにも対応できると判断している。

⑨デイサービスについて当初予算で一人当たり週
2回の利用を想定し、予算を立てた。利用者数は
増えたが週１回の方が多かった。利用回数の減
少によるものである。

調査を分担し、能率的に処理するために設置された機関です ※社会文教常任委員会とは、住民税務課・保健
　福祉課・教育委員会及び議会事務局の分野を
　担当しています。
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質問・意見 答弁

信号機設置が待たれる宮坂交差点

総務産業建設
常任委員会 　12月7日（木）に社会文教常任委員会、12月

会ごとに現地調査を実施しました。

　名子原県住跡地、樫原の町道認定箇所、上

片桐専用側線跡地、懸案の宮坂交差点、名子

の旧商業施設の現地調査を行い、それぞれの

課題について協議を行いました。

調査・研究

7

①燃やすゴミ集積所20カ所増設につい
て、廃プラが1週間に3回まで出せるよ
うになったが、小分けに出せれば特別
必要なかったのではないか。状況は。

②松川インター企業団地造成概略計画
作成ということで、150万円、住民の説
明用ということであるが今後の説明会
についてどうなっているか。

③生東地区防災マップ作成経費が計上
されているが、事業の進捗とこれからの
進め方は。

④農業集落排水事業の歳出、簡易カメ
ラ調査異常個所の委託料、200万円
について場所と補修箇所は。

⑤若者定住住宅取得祝い金、当初予算
より増えた。15件の皆さんはどういう方
たちなのか。

①増設場所は古町・新井が5カ所、名子が8カ所、
上大島が5カ所、上片桐と生田が1カ所である。
人口の多いところが多い。8月末に廃プラの排出
が通常の4倍程度あり、9月・10月の報告では大
体4～5％の重量増である。

②この図面ができた上で、住民説明会、地元説明会
をしていきたい。それ前には当然個々の意向調査
などは随時行っていく。どの程度の土量を要する
かがポイントで一番良いものを作って理解を得
ていきたいと考えている。

③生東区を3月いっぱいに第1段階としている。来
年は土砂災害の危険地域や浸水域に含まれてい
る福与地区、その後断層地帯である大島・上片桐
地区の皆さんと一緒に防災マップ作成をしてい
きたい。

④全部で11カ所。1番古い上片桐下地区が8カ所、
大島地区で3カ所。工法は自走式のロボットを入
れて不具合のあるところをガラス樹脂でコーテ
ィングするやり方である。水廻しや管の洗浄など
も必要になり高額になってしまう。

⑤Ｕターンの方が実家のお隣へ家を建てるとか、そ
ういったケースが多いのかなと思っている。新規
就農された方は見受けられない。

※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に※総務産業建設常任委員会とは、総務課・まちづくり
　政策課・産業観光課・環境水道課・建設課・会計室
　の分野を担当しています。

　付託された補正予算は、全会一致で原案通り認められた。
協議事項
【建設課より】古町東部におりていく道を通称で前河原道路という。ここの位置に、ＪＲの残土を利用し
て道をつくりたいと考えている。現地調査を行うことで、概略設計の委託発注を行いたい。
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川
上
村
副
村
長
西
尾
友
宏
氏

　
日
本
一
の
レ
タ
ス
生
産

地
で
は
、
早
朝
か
ら
深
夜

ま
で
の
労
働
力
が
必
要
と

　
10
月
16
・
17
日
の
2
日
間
、
川
上
村
、
小
川
村
、

浅
川
ダ
ム
他
を
現
地
視
察
す
る
と
と
も
に
、
事
業

を
立
ち
上
げ
た
方
に
話
を
聞
い
て
解
決
の
ポ
イ
ン

ト
を
探
っ
た
。

議会のうごき

な
っ
て
い
る
。
女
性
は
都

市
部
に
流
出
、
男
性
の
未

婚
率
は
上
昇
し
人
口
減
に

な
っ
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を

「
女
性
」
と
し
、
女
性
に

と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
村

づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。
副

村
長
で
あ
る
西
尾
氏
（
国

交
省
か
ら
３
年
間
の
出

実例から何を学びどういかすか実例から何を学びどういかすか
課題解決の ヒントを求めて課題解決の ヒントを求めて

　
高
崎
市
の
「
居
場
所
づ

く
り
サ
ポ
ー
ト
　
サ
ミ
ー

ト
ス
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
頼
み
の
理
想
だ
け
で
は

運
営
で
き
な
い
た
め
、
賛

助
会
員
を
募
り
利
益
を
確

保
す
る
部
署
と
そ
の
利
益

で
理
想
と
す
る
「
居
場
所

づ
く
り
」「
子
ど
も
支
援
」

の
運
営
が
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
成
功
さ
せ
た
。

養
護
学
校
の
開
校
を
夢
見

る
カ
フ
ェ
で
あ
り
、
大
変

参
考
に
な
る
事
例
で
あ
っ

た
。
町
内
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
立
ち
上
が
り
、
昨
年

４
月
か
ら
運

営
が
さ
れ
て

い
る
。
志
あ

る
人
が
事
業

と
し
て
成
り

立
た
せ
る
に

は
ど
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
い

く
か
。
議
会

で
は
支
援
・

助
成
な
ど
を

含
め
県
へ
陳

情
を
行
っ
て

い
る
。

　
昨
年
５
月
、
認
知
症
の

方
の
居
場
所
と
し
て
空
き

家
を
利
用
し
た
「
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
」
が
町
内
に
開

設
さ
れ
た
。
利
用
者
の
増

に
よ
り
対
応
が
遅
れ
が
ち

な
サ
ー
ビ
ス
。
高
齢
者
見

守
り
シ
ー
ル
・
徘
徊
者
探

索
機
器
の
貸
与
な
ど
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
八

王
子
市
。
そ
の
代
表
格
で

あ
る
「
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ

ェ
　
わ
た
ぼ
う
し
」
を
視

察
し
た
。
認
知
症
の
人
と

家
族
介
護
者
が
い
つ
で
も

気
軽
に
相
談
で
き
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
場
・
利
用

者
が
相
互
に
情
報
交
換
で

き
、
ま
た
運
営
に
参
加
で

き
る
理
想
的
な
法
人
で
は

と
感
じ
た
。

　
今
後
、
増
加
が
予
測
さ

れ
る
利
用
者
や
そ
の
家
族

介
護
者
に
対
し
て
、
指
導

者
の
養
成
、
居
場
所
確
保
、

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど

早
期
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
　

向
）
の
、
村
に
対
す
る
思

い
の
強
さ
が
女
性
を
動
か

し
、
村
民
を
動
か
し
た
。

女
性
活
躍
か
ら
始
ま
っ
た

関
係
人
口
増
へ
の
取
り
組

み
は
、
当
町
に
生
か
せ
る

と
感
じ
た
。

　
村
お
こ
し
事
業
と
し
て

脚
光
を
浴
び
て
い
る
「
お

や
き
の
庄
」
を
見
学
し
た
。

　
縄
文
竪
穴
式
住
居
の
囲

炉
裏
で
は
、
地
元
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
大
活
躍
、

年
何
億
円
も

売
り
上
げ
る
。

村
の
資
源
を

活
用
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
と
、

生
涯
現
役
で

働
け
る
環
境

づ
く
り
に
多

く
の
こ
と
を

学
ん
だ
。

　
小
さ
く
て

も
キ
ラ
リ
と

光
る
産
業
を

当
町
に
も
。

元気なお年寄りは村の資源

元気になれてホッとできる「居場所」

お
や
き
ビ
ジ
ネ
ス
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さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
。
増

加
す
る
認
知
症
の
方
。
そ
の
「
居
場
所
」
づ
く
り

に
取
り
組
む
法
人
を
、
10
月
18
・
19
日
に
行
政
・

法
人
運
営
者
と
と
も
に
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

「
女
性
活
躍
」の
川
上
村
「
お
や
き
」の
小
川
村

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

地
域
の
居
場
所（
カ
フ
ェ
）づ
く
り

社
会
文
教
常
任
委
員
会

※
関
係
人
口
…
観
光
以
上
定
住
未
満
。
特
定
の
地
域
に
関
わ
り
続
け
る
層
の
こ
と

国
か
ら
の
キ
ー
マ
ン
が

村
を
変
え
た

夢
を
育
む
カ
フ
ェ

定
年
な
し
の
小
川
村

家
族
も
当
事
者

※



（
11
月
9
日
　

県
庁
講
堂
）

（
10
月
20
日
　

大
鹿
村
交
流
セ
ン
タ
ー
）

（
11
月
７
日
　

羽
村
市
議
会
広
報
部
）

　
羽
村
市
議
会
だ
よ
り

「
ぎ
か
い
の
ト
ビ
ラ
」の
編

集
担
当
８
名
の
委
員
と
、

紙
面
作
り
の
工
夫
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

表
紙
に
住
民
自
治
を
担
う

市
民
活
動
団
体
の
写
真
を

使
い
、
そ
の
活
動
の
様
子

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で

紹
介
。
表
紙
と
の
連
動
で

親
し
み
や
す
さ
が
出
て
い

①
次
期
長
野
県
総
合
計
画

に
係
る
県
議
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

②
地
域
と
と
も
に
歩
み
始

め
る
長
野
県
立
大
学
に

　
つ
い
て

　
県
５
か
年
計
画
に
対
し

て
は
、県
議
会
の
中
に「
研

究
会
」
を
設
置
し
、
執
行

部
か
ら
の
説
明
に
対
す
る

意
見
・
提
案
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。

　
３０
年
４
月
に
開
学
す
る

長
野
県
立
大
学
は
２
学
部

３
学
科
。定
員
２
４
０
人
。

１
年
次
全
寮
制
、
２
年
次

全
員
参
加
海
外
プ
ロ
グ
ラ

ム
実
施
と
い
う
大
き
な
特

徴
を
も
つ
大
学
で
あ
り
、

産
学
官
連
携
に
よ
り
地
域

社
会
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
る
。

る
。
当
町
の
議
会
だ
よ
り

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
ご
意
見

も
取
り
入
れ
な
が
ら
号
を

重
ね
る
ご
と
に
読
ま
れ
る

議
会
だ
よ
り
に
し
た
い
。

　
９
月
に
県
庁
に
出
向
き
県
と
県

議
会
に
要
望
・
提
言
・
陳
情
を
行

っ
た
。
そ
の
経
過
と
結
果
の
報
告

が
あ
り
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

採
択
さ
れ
た
議
題
へ
の
着
手
が
待

た
れ
る
。
ま
た
、
県
議
会
の
姿
勢

が
問
わ
れ
る
継
続
審
査
項
目
で
あ

る
。

実例から何を学びどういかすか実例から何を学びどういかすか
課題解決の ヒントを求めて課題解決の ヒントを求めて

　
飯
伊
の
市
町
村
議
員
の

有
志
で
つ
く
る
勉
強
会

「
ゆ
め
み
ら
い
南
信
州
」

に
１０
人
が
参
加
し
た
。

　
喬
木
村
で
は
１２
月
よ
り
、

一
般
質
問
や
委
員
会
審
議

を
夜
間
、
休
日
に
行
う
こ

と
を
決
め
た
。
６
月
の
同

村
議
選
の
無
投
票
が
改
革

機
運
の
高
ま
り
に
つ
な
が

り
、
若
い
世
代
も
含
む
会

社
員
ら
が
働
き
な
が
ら
議

員
活
動
が
で
き
る
環
境
を

整
え
、
人
口
減
少
に
よ
る

議
員
の
担
い
手
不
足
の
解

消
に
つ
な
げ
た
い
と
の
考

え
を
聞
い
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
議
会
運
営
に
つ
い

て
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の

促
進
、
業
務
の
省
略
化
な

ど
を
狙
い
に
全
議
員
に
端

末
を
貸
与
し
て
お
り
、
研

修
会
で
は
実
際
に
操
作
し

て
議
案
審
議
の
流
れ
を
模

擬
体
験
し
た
。

　
一
歩
前
へ
踏
み
出
し
た

改
革
の
流
れ
を
今
後
も
注

視
し
て
、
当
議
会
に
生
か

し
て
い
く
必
要
性
を
痛
感

し
た
。

全議員にタブレット端末が貸与されている

喬
木
村
議
会
の

　
　
　
改
革
に
学
ぶ

（
11
月
14
日
　

喬
木
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

県
へ
の
陳
情
　

　
待
た
れ
る
早
期
の
予
算
化

長
野
県
地
方
自
治
　

政
策
課
題
研
修
会

読
ま
れ
る「
議
会
だ
よ
り
」

を
め
ざ
し
て
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下
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
町
村
議
会
総
会

子どもと障がい者の医療費助成と充実について

子どもの居場所支援事業及び助成制度の充実について

保育園設置市町村の負担軽減について

介護保険制度を維持可能な制度とする見直しについて

中山間地域介護保険サービス事業の拡充について

福祉医療制度の改善及び拡充について

主要地方道「飯島飯田線」上片桐バイパスの整備促進
について
リニア工事に伴う安全対策について

リニア中央新幹線事業における環境保全について

県道上飯田線の改良促進について

仮称「新万年橋」の早期完成について

河川整備の促進について

道路交通網の整備促進について

主要地方道松川インター大鹿線の改良促進及び国道
152号の通年通行の実施について
空き家等対策に対する財政支援措置について

県での統一した校務支援システムの共同調達について

県での統一した校務支援システムの開発・導入について

継続審査

継続審査

採択

採択

継続審査

継続審査

採択

採択

採択

採択

採択

採択

採択

採択

採択

採択

採択

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

審査結果陳 情 内 容
県議会陳情審査結果 平成29年9月定例会

② ③ ⑦ ⑧ 松川町議会陳情議題
⑰ 28年度継続審査議題



　本年度は10月21日～11月19日にかけて全地区での開催と 2団体の 8会場で行われまし
た。延べ251人の参加をいただきました。テーマは、観光局・リニア関連・太陽光発電に
ついて設定し、率直なご意見をお聞きする場としました。議会、町に対する貴重なご意
見・ご要望を多数いただきました。ここでは抜粋して掲載いたします。

　●

小
学
生
の
通
学
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
無

料
利
用
を
要
望
。

●

薪
で
焚
い
て
い
る
風
呂

に
も
助
成
金
を
。

●

政
策
提
言
な
ど
メ
ー
ル

受
付
を
可
能
に
。

●

地
域
の
未
来
を
考
え
る

「
町
・
議
会
・
地
域
住

民
」
の
協
議
会
設
置
を
。

●

福
与
ふ
れ
あ
い
館
は
防

災
避
難
場
所
で
あ
る
が

水
没
地
区
に
な
っ
て
い

る
。
検
討
を
。

●

生
東
地
区
の
イ
ン
フ
ラ

確
保
に
土
砂
崩
れ
な
ど

の
防
災
対
策
を
。

●

旧
生
東
保
育
園
リ
ズ
ム

室
は
取
り
壊
し
計
画
の

よ
う
だ
が
避
難
場
所
と

し
て
活
用
を
。

●

消
防
団
分
団
体
制
で
生

　
田
の
消
防
車
が
減
と
な

る
の
か
。
さ
ら
な
る
防

災
を
望
む
。

●

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
っ
た

　
場
合
に
お
け
る
区
と
自

治
体
対
応
を
示
し
て
ほ

し
い
。

●

獣
害
防
止
柵
の
効
果
以

上
に
獣
害
が
増
え
て
い

る
。
対
策
を
。

●

台
城
公
園
の
維
持
管
理

と
整
備
計
画
を
。

●

農
地
等
の
利
用
適
正
化

の
指
針
と
は
。

●

燃
え
る
ご
み
の
袋
が
黄

色
の
半
透
明
に
な
っ
た
。

高
齢
者
に
も
わ
か
り
や

す
い
他
の
種
類
へ
の
転

用
を
。

●

井
水
が
大
雨
で
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
し
大
量
の
ゴ

ミ
が
流
れ
て
く
る
。
地

元
施
工
も
限
界
が
あ
る
。

検
討
を
。

●

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
工
事
は
い
つ
ま
で

に
で
き
る
の
か
。

●

前
河
原
の
通
称
ふ
る
さ

　
と
農
道
改
良
を
。

●

町
道
５９
号
線
上
新
井
交

差
点
に
早
く
信
号
機
設

置
を
。

●

一
の
坪
線
の
道
路
拡
幅
を
。

●

未
満
児
保
育
が
増
大
し

　
保
育
士
が
不
足
し
て
い

る
の
で
は
。
対
策
を
。

●

県
道
の
整
備
不
良
個
所

に
対
し
て
県
へ
の
補
修

陳
情
を
。

●

あ
る
程
度
の
規
制
が
必

要
。

●

設
置
箇
所
周
り
の
住
民

の
意
見
を
大
事
に
し
て

ほ
し
い
。

●

耐
用
年
数
後
の
処
理
問

題
を
き
ち
ん
と
決
め
て

ほ
し
い
。

●

太
陽
光
発
電
は
賛
成
、

町
先
導
で
造
っ
て
は
。

●

原
発
事
故
を
考
え
れ
ば

賛
成
で
あ
る
。

●

景
観
を
害
さ
な
い
地
域

限
定
に
し
た
ら
ど
う
か
。

●

観
光
局
の
事
は
い
い
こ

と
で
あ
る
。
費
用
対
効

　
果
で
確
認
し
公
表
を
。

●

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
何
か
？
い

ま
ひ
と
つ
不
明
。

●

観
光
局
の
採
算
が
合
わ

ず
に
町
費
の
投
入
を
あ

ま
り
し
て
ほ
し
く
な
い
。

●

松
川
町
全
体
に
目
を
向

け
た
着
地
型
観
光
を
推

進
し
て
ほ
し
い
。

●

観
光
資
源
を
掘
り
起
こ

す
活
動
で
、
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

●

民
間
人
の
力
の
活
用
を
。

　
●

真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
。

●

リ
ニ
ア
関
連
に
つ
い
て

最
初
に
説
明
す
べ
き
、

経
過
報
告
が
必
要
。

●

多
大
な
犠
牲
を
背
負
っ

て
い
る
町
で
あ
る
。
町

は
町
民
の
意
見
を
聞
き

し
っ
か
り
と
し
た
対
応

を
願
い
た
い
。

●

リ
ニ
ア
に
対
し
て
過
大

な
期
待
は
疑
問
。

●

発
生
土
の
有
効
活
用
と

生
田
住
民
の
メ
リ
ッ
ト

と
は
。
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2017年度  議会報告会（議会と語る会）の報告2017年度  議会報告会（議会と語る会）の報告

ご
意
見
・
ご
要
望

太
陽
光
発
電

         

に
つ
い
て

リ
ニ
ア
関
連

          

に
つ
い
て

観
光
局
に
つ
い
て

広
聴
部
会
よ
り

　
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・

ご
要
望
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
に
つ

い
て
事
前
の
参
考
資
料
が

無
い
、
議
会
と
し
て
回
答

不
十
分
、
運
営
が
適
切
で

な
い
な
ど
の
ご
意
見
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
社
会
文

教
常
任
委
員
会
・
総
務
産

業
建
設
常
任
委
員
会
・
議

員
協
議
会
に
て
検
討
し
提

言
に
結
び
付
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



●全会一致で議決されたもの

●多数意見により議決されたもの

10/13 （火） 第2回議会だより編集会議

10/15 （木） 議員協議会

10/16 （金） 赤十字病院との意見交換会

10/16・17（月・火）　総務産業建設常任委員会

　　　　　　　　　　　　　　　視察研修

10/18・19（水・木）　社会文教常任委員会視察研修

10/20 （金） 下伊那北部ブロック町村議会総会

10/21 （土） 議会報告会（名子地区）

10/22 （日） ふれあい広場

10/28 （土） 議会報告会（上大島地区）（上片桐地区）

10/30 （月） 議会報告会（女性団体連合会）

 

10/31 （火） 飯伊市長村議会研修

11/12 （木） 議員協議会・議会報告会（生田地区）

11/16 （月） 地域活性化研修

11/17 （火） 広報部会視察研修（羽村市）

11/19 （木） 長野県地方自治政策課題研修会

11/10 （金） 議会報告会（新井地区）

11/11 （土） 関東松川の会総会

11/13 （月） 社会文教常任委員会

11/15 （水） 議会報告会（まちづくり委員会）

11/16 （木） 坂城町議会来庁

11/19 （日） 議会報告会（古町地区）

11/24 （金） 議会全員協議会

11/30 （木） 議員協議会

12/15 （火） 定例会開会

12/17 （木） 定例会社会文教常任委員会

12/11 （月） 定例会総務産業建設常任委員会

12/12 （火） 総務産業建設常任委員会

12/14 （木） 社会文教常任委員会

12/18 （月） 議会改革推進委員会

12/20 （水） 定例会一般質問

12/22 （金） 定例会閉会

承認

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

条

例

件　　　　　名 結果 内　　　　容

平成29年第4回定例会議決結果

平
成
29
年
度
補
正
予
算
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件　　　　　名 結果 内　　容

可決

可決

米
山
郁
子

佐
藤
史
人

川
瀬
八
十
治

大
蔵
　
洋

中
平
文
夫

菅
沼
一
弘

黒
澤
哲
郎

坂
本
勇
治

熊
谷
宗
明

米
山
俊
孝

島
田
弘
美

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

松川町地域経済牽引事業の促進による
地域の成長発展の基盤強化に関する法
律第9条第1項の規定に基づく準則を定
める条例   

緑地面積の敷地面積に対する割合10/100
環境施設の面積の施設面積に対する割合
15/100

協定の
締結

29年度
補正予算

一般会計補正予算（第4回）

○ 賛成　▼ 反対　－ 欠席

松川町一般会計補正予算（第3回）

片桐松川河川敷雑木伐採ボランティア中の負傷による災害補償 

自動車破損による損害賠償（町道東原線）   

自動車破損による損害賠償（町道青木桜山線）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第3回） 

介護保険事業特別会計補正予算（第2回）

公共下水道事業特別会計補正予算（第2回）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第2回） 

保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第3回） 

町道の認定について

一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 

税条例の一部を改正する条例の制定について

公共下水道松川洗浄センターの建設工事委託に関する協定の一部
を変更する協定の締結について

リニア対策特別委員会の設置について

固定資産評価審査委員の選任について          

リニア対策特別委員会の正副委員長の選任について          

29年度
補正予算
専決

町道認定

専
決
処
分

議会提案

人　事

条　例

歳入歳出　809万円 

損害賠償額　６万円 

損害賠償額　8万5千円

損害賠償額　２万２千円

歳入歳出81万円を追加し　17億5073万円に

歳入歳出570万円を追加し　13億1485万円に 

歳入歳出5780万円を追加し　４億6345万円に 

歳出予備費を維持管理費と集落排水事業へ

歳出営業費金額変更 

路線1-378号線  

加算と附則の変更

個人識別符号、要配慮個人情報についてを追記

控除対象配偶者を同一生計配偶者に改める 

工事委託金額の変更　３億1500万円→３億400万円に減額

議会にリニア対策特別委員会を設置する

細江良彦委員　再任 

委員長　熊谷宗明　　副委員長　間瀬重男

歳入歳出6107万円追加し　
66億2427万円に

○ ▼ ▼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

▼▼○－○○○○○○○○○
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1　坂本勇治議員 （13ページ）
・行政の仕事とは
・所有者不明の土地問題について

2　熊谷宗明議員 （14ページ）
・住民をつなぐ公民館とは
・コスタリカとの交流は町民に何をもたら
　すのか

3　米山俊孝議員 （15ページ）
・小学校、中学校全体を通してお尋ねし
　ます

4　米山郁子議員 （16ページ）
・町民にやさしい町であるために地域公
　共交通の取り組みについて

5　松井悦子議員 （17ページ）
・太陽光発電施設用地の固定資産税大幅
　減免について

6　中平文夫議員 （18ページ）
・これでよいのか働き方改革　人材育成
　と自己啓発　職場環境改善委員会

7　川瀬八十治議員 （19ページ）
・今年度から始まった入学祝い金制度に
　ついて
・固定資産税について（見直しについて）

8　大蔵　洋議員 （20ページ）
・残された課題の取り組みについて
・松川インター企業団地について（ガイド
　ウェイヤード）

9　佐藤史人議員 （21ページ）
・町民の「今の松川町はだいじょうぶ？」
　にどう答えるのか
・町民の声「今の松川町はだいじょぶ？」
　にどう応えるのか。

10　黒澤哲郎議員 （22ページ）
・教育環境の変化と学力向上について
・もっと機能する行政にするためにすべ
　きことは

教育長職務代理（退任）

お世話になりました

湯澤徳晴氏（増野）

固定資産審査評価委員（再任）

宜しくお願いします

細江良彦氏（堤原）

人   事

★チャンネル・ユー　「議会の時間」のお知らせ
　毎月、概ね第3土曜日午後7時よりを予定していますが、月によ
り変更があります。詳しくは、再放送日を含めて番組表で確認の
上ぜひご覧ください。
★表紙の笑顔の写真と俳句を募集！
★議会だよりに対するご意見や疑問などを投稿ください。
　文字数は300字～400字以内としてください。

申込み・お問い合わせ先
★各募集の投稿や条件のお問い合わせは議会事務局まで。
★掲載の可否についてのお問い合わせはご遠慮ください。
　℡36-7020　メール gikai@matsukawa-town.jp

太陽光発電と環境アセスメント（上田）
太陽光発電と環境アセスメント（上田）
住民とのコミュニケーション向上（滋賀）
太陽光発電と環境アセスメント（上田）
世界情勢からわがまちの未来をつくる（滋賀）
住民とのコミュニケーション向上（滋賀）
太陽光発電と環境アセスメント（上田）
世界情勢からわがまちの未来をつくる（滋賀）
災害対応力強化に向けて（滋賀）
住民とのコミュニケーション向上（滋賀）
太陽光発電と環境アセスメント（上田）
地方議員のための政策提案（滋賀）
住民とのコミュニケーション向上（滋賀）
太陽光発電と環境アセスメント（上田）
世界情勢からわがまちの未来をつくる
災害対応力強化に向けて（滋賀）
太陽光発電と環境アセスメント（上田）
住民とのコミュニケーション向上（滋賀）
太陽光発電と環境アセスメント（上田）
地方議員のための政策提案（滋賀）
災害対応力強化に向けて（滋賀）
新人議員研修（滋賀）
オリンピック・パラリンピック（滋賀）
自治体決算の基本（滋賀）
太陽光発電と環境アセスメント（上田）
住民とのコミュニケーション向上（滋賀）
新人議員研修（滋賀）
太陽光発電と環境アセスメント（上田）
地方議員のための政策提案（滋賀）

森谷　岩夫
熊谷　宗明

間瀬　重男

米山　俊孝

坂本　勇治

黒澤　哲郎

菅沼　一弘

中平　文夫

佐藤　史人

米山　郁子

4,990
4,990

33,271

46,051

35,563

46,054

4,989

48,315

55,547

60,523

支出額計
円

活動内容氏  名

2017年度　4月～12月の
政務活動費実績報告
2017年度　4月～12月の
政務活動費実績報告

インフォメーション
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坂本勇治 議員坂本勇治 議員

有効利用が期待されるバイク

50年で変わったインフラ整備、これから１０年で
どう変わるのか、町のビジョンが試される

50年で変わったインフラ整備、これから１０年で
どう変わるのか、町のビジョンが試される

（
問
）
行
政
が
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
仕
事
と
は
。

（
町
長
）
住
民
の
福
祉
推
進

と
国
県
か
ら
の
法
廷
受
託

事
務
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
問
）
東
日
本
の
震
災
を
受

け
止
ま
っ
た
原
発
に
よ
り
、

国
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
の
政
策
が
加
速
し
た
。

Ｈ
２４
年
に
太
陽
光
発
電
の

全
量
買
い
取
り
制
度
が
で

き
た
時
に
、
議
会
は
設
置

場
所
に
つ
い
て
市
街
地
や
、

優
良
農
地
と
自
然
環
境
、

景
観
に
配
慮
し
た
最
小
限

の
規
制
を
掛
け
な
い
と
、

大
変
な
こ
と
に
な
る
と
言

い
続
け
て
き
た
。
ま
た
、

リ
ニ
ア
に
伴
う
残
土
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
、
生
田

地
区
の
同
意
の
確
認
を
き

ち
ん
と
行
な
っ
て
か
ら
県

に
上
げ
て
い
く
よ
う
に
言

っ
て
き
た
。
残
土
の
受
け

入
れ
地
が
安
全
で
埋
め
立

て
後
に
有
効
利
用
で
き
る

場
所
の
提
案
も
し
て
き
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
議
会
か

ら
の
忠
告
や
提
案
・
要
望

な
ど
を
、
無
視
し
て
き
た

の
は
な
ぜ
か
。

（
町
長
）
ス
ピ
ー
ド

感
、
対
応
、
報
告
の

仕
方
に
課
題
は
あ

っ
た
が
、
無
視
し
て

き
た
認
識
は
な
い
。

（
問
）
町
の
将
来
を

語
る
時
に
時
代
の

流
れ
を
知
る
こ
と

は
大
事
な
は
ず
だ

が
、
町
の
行
政
自

体
が
時
代
に
乗
り

遅
れ
て
い
る
気
が

す
る
。
４０
年
前
か

ら
今
ま
で
の
世
の
中
の
移

り
変
わ
り
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

（
町
長
）
答
弁
無
し

（
要
望
）
町
長
の
役
割
の
一

つ
に
、
行
政
業
務
の
チ
ェ

ッ
ク
が
あ
る
。
報
告
を
受

け
た
ら
常
に
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
的
確
な
指
示
を
出
す

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
。

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら

購
入
し
た
も
の
で
、
随
時

改
定
さ
れ
た
も
の
を
、
７

月
の
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー

会
で
説
明
を
し
て
い
る
。

（
問
）
災
害
を
想
定
し
て
購

入
し
た
バ
イ
ク
の
活
用
状

況
は
。

（
問
）
所
有
者
不
明
土
地

の
固
定
資
産
税
の
状
況
は
。

（
住
民
税
務
課
長
）
課
税
標

準
の
額
が
３０
万
円
未
満
の

土
地
に
は
、
課
税
さ
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
そ
の
な
か

に
所
有
者
不
明
の
土
地
が

（
総
務
課
長
）
危
機
管
理
係

の
職
員
へ
の
呼
び
か
け
で

８
月
か
ら
１５
名
で
バ
イ
ク

隊
の
、
準
備
会
が
進
め
ら

れ
、
先
進
地
の
伊
那
市
な

ど
を
参
考
に
、
組
織
づ
く

り
や
訓
練
の
計
画
な
ど
を

含
め
た
松
川
町
災
害
バ
イ

ク
隊
要
綱
を
作
る
作
業
を

し
て
い
る
。

　
将
来
は
住
民
の
参
加
も

想
定
し
災
害
に
備
え
て
い

き
た
い
。
バ
イ
ク
は
今
３

台
有
り
、
１
台
は
配
達
な

ど
で
常
に
使
用
し
て
２
台

は
免
許
所
有
者
が
公
用
車

と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

含
ま
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

数
字
的
な
も
の
は
把
握
し

て
い
な
い
。
本
年
度
、
公

示
送
達
の
手
続
き
を
し
た

件
数
が
６
件
あ
り
、
固
定

資
産
税
で
５５
万
円
程
あ
る
。

（
問
）
安
心
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
、
町

の
活
性
化
対
策
の

一
つ
に
町
の
信
用

づ
く
り
が
あ
る
と

考
え
る
、
町
の
信

用
づ
く
り
を
ど
う

進
め
て
い
る
か
。

（
町
長
）
町
民
に
信

用
信
頼
さ
れ
る
行

政
で
あ
る
た
め
に
、
朝
な
ど

で
職
員
に
も
信
用
の
大
切

さ
を
話
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
民
の
意
見
を
聴
く
な
か

で
、
誠
実
に
愚
直
な
行
動

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
問
）
減
災
・
防
災
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
り
の
進
捗
状
況

は
。

（
総
務
課
長
）
地
域
防
災
計

画
の
改
定
に
取
り
組
ん
で

い
る
な
か
で
、
現
在
は
、

防
災
計
画
の
素
案
と
災
害

時
の
組
織
図
の
提
案
が
委

託
業
者
か
ら
示
さ
れ
て
、

各
課
部
局
で
確
認
を
し
て

い
る
。
３
月
に
は
防
災
会

議
を
開
催
す
る
予
定
で
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
減
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
飯
田
ボ
ラ

問答

町
が
行
う
べ
き
行
政
の
仕
事
と
は

公
正
か
つ
誠
実
に
事
業
を
す
す
め
て
い
く
こ
と

問答

所
有
者
不
明
の
土
地
は
有
る
か

有
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
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熊谷宗明 議員熊谷宗明 議員

地域を知る講座から広がった
ツツザキヤマジノギクの保護活動

ラウラ大使と職員の皆さんを
囲んでのホストタウン交流会

（
問
）
え
み
り
あ
が
オ
ー
プ

ン
し
て
１
年
、
２
４
０
人

の
皆
さ
ん
に
生
涯
学
習
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
７５
％
の
皆
さ
ん
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　「
こ
の
１
年
間
で
ど
の

よ
う
な
生
涯
学
習
を
し
ま

し
た
か
」
の
問
い
で
は
、

「
し
て
い
な
い
」
方
が
４０
％
、

「
ど
の
よ
う
な
方
法
で
」

の
問
い
に
は
「
自
宅
で
の

学
習
」
が
ト
ッ
プ
と
い
う

結
果
で
あ
り
、
と
も
に
集

い
語
り
合
う
必
要
が
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
状
況
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
活
動

を
ど
う
推
進
し
て
い
く
の

か
。

（
教
育
長
）
公
民
館
で
主
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
が

固
定
化
さ
れ
た
皆
さ
ん
が

集
ま
る
だ
け
で
行
わ
れ
て

い
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

多
く
の
人
が
関
わ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
集
い
が
生
ま
れ

る
な
か
で
新
し
い
も
の
が

想
像
で
き
る
仕
掛
け
を
公

民
館
主
事
が
積
極
的
に
や

っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
る
。

（
問
）
教
室
や
講
座
が
住
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
や

ら
さ
れ
感
」
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
い
か
に
そ
の

学
習
を
住
民
主
体
に
誘
導

し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
は
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
一
方
的

に
立
ち
上
げ
て
き
た
学
習

も
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

学
習
を
進
め
る
支
援
者
と

し
て
、
現
在
の
事
業
を
分

類
し
、
整
理
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
ま
い
り
た
い
。

（
問
）
地
区
公
民
館
の
活
動

は
出
や
す
い
が
、
中
央
公

民
館
へ
は
足
が
向
き
に
く

い
と
い
う
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
両
者
の
連

携
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の

か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
地
区
館

事
業
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
て
発
表
の
場
を
設
け
、

良
い
と
こ
ろ
を
吸
収
す
る

企
画
を
研
究
集
会
で
予
定

し
て
い
る
。
本
館
も
部
員

も
含
め
て
地
域
へ
出
向
く

こ
と
か
ら
や
っ
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

（
問
）教
育
懇
談
会
で
は「
元

来
、
性
格
の
違
う
町
の
広

報
と
公
民
館
報
が
一
緒
に

な
っ
て
い
る
の
は
お
か
し

い
」
と
大
方
の
人
が
異
を

唱
え
て
い
た
。
読
ま
れ
る

館
報
発
信
に
向
け
て
、
切

り
離
す
こ
と
も
考
え
た
ら

ど
う
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
広
報
は

行
政
の
機
関
誌
で
あ
り
、

公
民
館
報
は
住
民
の
機
関

誌
で
あ
る
と
捉
え
、
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

芽
は
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
語

会
話
教
室
に
は
３３
人
の
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
受

講
生
が
集
ま
り
、
次
へ
の

耕
し
が
で
き
た
。

　
民
泊
で
コ
ス
タ
リ
カ
の

み
な
さ
ん
を
受
け
入
れ
た

方
た
ち
は
、
交
流
を
通
し

て
自
分
の
立
ち
位
置
を
再

確
認
し
、
よ
り
掘
り
下
げ

て
み
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

（
問
）
コ
ス
タ
リ
カ
交
流
事

業
は
徐
々
に
進
ん
で
い
る

が
、
地
域
を
あ
げ
て
お
も

て
な
し
を
し
て
い
く
よ
う

な
活
動
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
住
民
が
考
え
、
議
論

を
し
、
決
定
す
る
住
民
主

体
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
で
は
な
い
か
。

（
教
育
長
）
私
た
ち
が
旗
を

振
っ
て
交
流
を
進
め
て
い

る
な
か
で
、
い
か
に
住
民

主
体
の
交
流
が
で
き
る
か

が
課
題
。
し
か
し
、
そ
の

問答

住
民
を
つ
な
ぐ
公
民
館
と
は

地
域
へ
出
向
く
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
く

問答

何
を
も
た
ら
す
の
か
コ
ス
タ
リ
カ
交
流

自
分
の
立
ち
位
置
を
再
確
認
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手作りの給食

食育・生産者との交流

米山俊孝 議員米山俊孝 議員

（
問
）
小
学
校
・
中
学
校
の

こ
と
に
つ
い
て
、
基
礎
学

力
向
上
に
努
め
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
学

力
と
あ
わ
せ
て
、
日
ご
ろ

子
ど
も
た
ち
か
ら
受
け
る

あ
い
さ
つ
な
ど
か
ら
、
気

持
ち
の
良
い
清
々
し
さ
を

受
け
る
が
、
学
校
に
お
け

る
状
況
は
。

（
町
長
）
私
は
以
前
の
教
育

委
員
会
の
会
議
に
お
い
て
、

基
礎
学
力
の
向
上
と
社
会

性
を
お
願
い
し
て
き
た
。

親
と
一
緒
に
体
験
す
る
地

域
活
動
も
郷
土
愛
の
醸
成

に
つ
な
が
る
と
思
う
。

（
教
育
長
）
子
ど
も
の
学
習

の
場
で
学
ん
だ
こ
と
の
振

り
返
り
な
ど
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
学
力
に
つ

い
て
は
、
平
成
２６
年
か
ら

公
報
で
報
告
し
て
い
る
。

平
均
正
答
率
と
全
校
区
平

均
正
答
率
の
全
国
と
比
較
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
と
生

活
状
況
に
相
互
間
関
係
も

あ
り
分
析
も
し
て
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
あ
い

さ
つ
に
感
心
し
た
経
験
が

あ
る
。
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
の
な
か
に
、
中
学

校
３
年
生
対
象
の
設
問
で
、

県
や
全
国
と
比
べ
て
高
い

割
合
を
占
め
て
い
る
の
が
、

家
族
と
の
会
話
、
例
え
ば

「
家
の
人
と
学
校
で
の
出

来
事
を
話
し
て
い
ま
す

か
」
の
設
問
は
全
国
に
比

べ
て
松
川
町
の
子
ど
も
た

ち
は
高
い
。
そ
の
他
「
将

来
の
こ
と
に
つ
い
て
家
族

の
人
と
話
し
ま
す
か
」、

「
学
校
に
こ
と
は
楽
し
い

で
す
か
」、「
学
校
で
好
き

な
授
業
が
あ
り
ま
す
か
」

「
地
域
の
行
事
に
参
加
し

て
い
ま
す
か
」「
地
域
や

社
会
を
良
く
す
る
た
め
に

（
教
育
長
）
残
食
率
の
低
さ

に
成
果
は
表
れ
て
い
る
と

思
う
。全
国
平
均
年
間
７.１

㎏
に
対
し
、
松
川
の
小
学

校
０.９
㎏
、
中
学
校
約
０.８
㎏

非
常
に
少
な
い
と
思
う
。

３
校
の
栄
養
士
、
給
食
に

関
わ
る
職
員
の
取
り
組
み

が
子
ど
も
に
伝
わ
っ
て
い

る
結
果
と
思
う
。

　
食
材
の
地
産
地
消
の
取

り
組
み
の
な
か
、
食
育
の

一
環
で
生
産
者
と
の
交
流

も
残
食
が
少
な
い
一
因
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。

（
問
）
愛
郷
心
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
先
ご
ろ
民
放
の

Ｃ
Ｍ
大
賞
が
あ
り
、
中
央

小
の
６
年
生
が
、
長
野
県

町
村
会
会
長
賞
を
受
賞
し

た
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
は
、

や
っ
ぱ
り
松
川
町
の
こ
と

が
大
好
き
で
、
町
を
組
体

操
で
表
現
し
そ
の
気
持
ち

が
し
っ
か
り
と
見
て
取
れ
た
。

　
一
番
う
れ
し
か
っ
た
の

は
、
子
ど
も
た
ち
を
支
え

て
く
れ
る
先
生
方
で
、
や

が
て
転
勤
さ
れ
る
先
生
方

で
は
あ
る
が
、
非
常
に
松

川
町
が
大
好
き
で
子
ど
も

た
ち
の
活
動
を
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。

（
要
望
）
人
口
減
少
の
状
況

で
、
３０
歳
代
４０
歳
代
の
皆

さ
ん
を
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
で

呼
び
込
む
に
は
、
子
ど
も

の
教
育
、
指
導
の
良
い
部

分
、
成
果
の
誇
れ
る
部
分

は
、
産
業
、
居
住
政
策
と

情
報
の
共
有
を
図
り
、
外

に
向
か
い
し
っ
か
り
と
発

信
を
す
べ
き
と
思
う
。

（
町
長
）
町
の
な
か
で
も
当

然
情
報
を
共
有
し
て
や
っ

て
い
く
。

何
を
す
べ
き
か
」
な
ど
の

設
問
に
対
し
て
も
高
い
数

字
を
示
し
て
い
る
。

　
あ
い
さ
つ
は
、
結
局
は

心
を
開
い
て
相
手
に
近
づ

く
意
味
で
中
学
生
の
子
ど

も
た
ち
、
家
の
人
た
ち
、

学
校
の
先
生
方
に
、
そ
し

て
地
域
の
方
々
に
心
を
開

い
て
い
つ
も
関
わ
っ
て
い

て
く
れ
る
。
そ
の
証
で
は

な
い
か
な
と
思
う
。

（
問
）
松
川
町
は
自
校
給
食

を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、

実
施
に
つ
い
て
は
賛
否
両

論
が
あ
り
、
近
隣
町
村
で

も
珍
し
い
。
実
施
し
た
そ

の
成
果
は
。

問答

小
学
校
・
中
学
校
の
学
力
と
生
活
は

心
を
開
い
て
相
手
に
近
づ
く
教
育
が
で
き
て
い
る
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米山郁子 議員

義務教育諸学校施設費
国庫負担法施行令

第3条（適性な学校規模の条件）
（2）通学距離が、小学校にあっ
てはおおむね４キロメ－トル以
内、中学校にあってはおおむね
６キロメ－トル以内であること
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（
問
）
障
が
い
者
差
別
解
消

法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。

障
が
い
者
に
対
す
る
取
り

組
み
は
、
保
健
福
祉
課
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
行

政
や
住
民
全
体
で
考
え
て

い
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

町
は
車
椅
子
が
利
用
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

現
在
運
行
し
て
い
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
は
、
ノ

ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
は
一
台

の
み
で
あ
り
、
ス
ロ
ー
プ
板

の
設
置
も
し
て
あ
り
ま
せ

ん
が
、
車
椅
子
の
方
が
ご

乗
車
の
場
合
は
乗
務
員
が

介
助
と
い
う
形
で
対
応
は

し
て
い
る
。現
在
ア
ン
ケ
ー

ト
を
募
り
、乗
り
込
み
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
新
し

い
シ
ス
テ
ム
の
可
能
性
を

み
て
い
く
な
か
で
障
が
い

者
の
方
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
長
寿
命
化
に
伴
い
運

転
免
許
返
納
が
進
ん
で
い

る
。
自
主
返
納
す
る
と
特

典
が
あ
る
市
町
村
が
あ
る

が
、
松
川
町
と
し
て
は
自

主
返
納
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

松
川
町
で
は
運
転
免
許
証

の
あ
る
方
へ
直
接
的
に
返

納
を
誘
導
す
る
施
策
に
つ

い
て
は
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
以
前
か
ら
町
で
は

６５
歳
以
上
の
方
に
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
無
料
に

し
て
お
り
、
一
定
の
条
件

は
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者

世
帯
に
つ
い
て
も
、
ひ

ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
券
な
ど

の
施
策
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
高
齢
者
が
増
え
る
の

は
当
然
で
受
け
皿
と
な
る

公
共
交
通
の
整
備
と
い
う

の
は
重
大
な
課
題
と
と
ら

え
て
い
る
。

（
問
）
上
大
島
通
学
バ
ス
定

期
券
が
１
５
０
０
円
か
ら

１
０
０
０
円
と
減
額
と
な

っ
た
。地
域
で
は
無
料
化
を

要
望
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
は
無
料
化
と
な
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

現
在
の
と
こ
ろ
、
今
後
こ

れ
以
上
の
無
料
化
と
い
う

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
平
成
２４
年
に
そ
の
地
域

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
の
方
が
有

害
鳥
獣
な
ど
の
心
配
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
通
学

の
手
段
と
し
て
有
料
で
も

い
い
か
ら
公
共
交
通
に
乗

れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
な

い
か
と
い
う
要
望
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

（
教
育
長
）
義
務
教
育
諸
学

校
施
設
費
国
庫
負
担
法
施

行
令
に
基
づ
い
て
、
合
併

に
伴
う
遠
距
離
通
学
が
生

じ
る
、
２
地
区
の
子
ど
も

た
ち
、
そ
れ
か
ら
上
片
桐

の
一
部
の
生
徒
に
つ
い
て

は
、
通
学
バ
ス
を
無
料
で

利
用
す
る
と
い
う
形
で
進

め
て
き
た
。

（
問
）
毎
年
４
６
０
０
万
円

と
い
う
費
用
を
使
っ
て
い

る
。
町
民
が
納
得
し
て
い

た
だ
け
る
か
と
い
う
点
で

も
こ
れ
か
ら
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い

く
べ
き
な
の
か
考
え
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

平
成
２８
年
度
の
実
績
で
は

公
共
交
通
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
は
協
議
会
が
運
営
し

て
い
る
形
で
あ
る
。
協
議

会
へ
の
負
担
金
が
４
６
０

０
万
円
で
あ
る
が
、
特
別

交
付
税
が
２
３
０
０
万
で

約
半
分
残
り
半
分
は
町
負

担
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
の

調
査
を
基
に
効
率
よ
く
便

利
な
公
共
交
通
を
検
討
し

て
い
く
。

（
要
望
）
障
が
い
者
の
方
が

利
用
で
き
る
高
速
バ
ス
の

ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
導
入
を
広
域

へ
進
言
を
お
願
い
し
た
い
。

（
町
長
）
広
域
に
は
政
務

調
査
会
が
三
つ
あ
る
総
務
、

経
済
、
福
祉
、
担
当
の
委

員
会
の
方
へ
報
告
を
し
て

要
望
は
し
て
い
る
。

問答

地
域
公
共
交
通
の
取
り
組
み
状
況
は

効
率
よ
く
便
利
な
公
共
交
通
を
検
討
し
て
い
く

人数
月
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松川町ののどかな風景を守りたい

緑化整備された設備

松井悦子 議員松井悦子 議員

宅地比準方式とは、その
農地が宅地であるとした
場合の1平方メートル当
たりの価額からその農地
を宅地に転用する場合に
かかる通常必要と認めら
れる1平方メートル当た
りの造成費に相当する金
額を控除した金額に、そ
の農地の地積を乗じて計
算した金額により評価す
る方法をいう。

宅地比準方式
　　　　とは

（
問
）
平
成
２５
年
か
ら
５
年

間
、
太
陽
光
発
電
施
設
用

地
の
固
定
資
産
税
の
多
く

が
農
地
並
み
課
税
と
さ
れ

て
き
た
。

　
こ
の
税
制
を
決
め
る
に

あ
た
り
、
平
成
２４
年
７
月

２６
日
に
役
場
内
を
回
っ
た

起
案
書
に
は
、「
近
隣
町

村
と
の
整
合
性
を
取
り
つ

つ
適
正
な
価
格
を
確
定
し

た
い
。」

　
県
は
「
雑
種
地
と
す
る

が
、
周
囲
の
状
況
に
応
じ

た
評
価
を
し
て
ほ
し
い
」
と

し
て
い
る
。

　
県
の
言
う
周
囲
の
状
況

と
は
、
周
辺
の
雑
種
地
と

比
べ
て
決
め
る
よ
う
に
と

の
見
解
で
は
な
か
っ
た
の

か
、
町
で
は
そ
の
点
を
誤

っ
た
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

（
町
長
）
評
価
基
準
に
つ
い

て
県
の
指
導
な
ど
を
仰
ぐ

な
か
で
、
農
地
の
価
格
を

も
と
に
評
価
を
行
う
こ
と

は
間
違
い
で
は
な
い
が
、

評
価
額
が
据
え
置
か
れ
て

い
る
こ
と
が
適
切
で
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
。

（
問
）
相
続
税
の
算
定
で
、

土
地
価
格
が
低
け
れ
ば
正

当
に
評
価
さ
れ
ず
、
脱
税

行
為
に
な
ら
な
い
か
。

（
住
民
税
務
課
長
）
税
務
署

に
照
会
し
て
あ
る
。
雑
種

地
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ

な
利
用
が
さ
れ
て
い
る
の

で
独
自
に
「
宅
地
比
準
方

式
」
で
計
算
す
る
。

　
税
務
署
で
該
当
施
設
を

調
査
し
、
近
隣
宅
地
の
価

格
を
利
用
し
、
償
還
額
を

（
問
）
町
民
へ
の
周
知
は
ど

う
す
る
の
か
、
相
当
混
乱

が
予
想
さ
れ
る
が
。

（
住
民
税
務
課
長
）
今
後
検

討
し
て
い
く
。

（
問
）
町
長
は
「
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
」
と
言
う

が
、
な
ぜ
推
進
な
の
か
、

何
が
目
的
な
の
か
。

（
町
長
）
国
が
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
進
め
る
の
に
合
わ

せ
、
地
産
地
消
で
こ
の
地

域
に
も
進
め
て
い
き
た
い
。

（
問
）
国
は
、
大
枠
で
推
進

と
言
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
当
町
は
自
然
し

か
売
る
も
の
が
無
い
田
舎

町
だ
。
松
川
町
に
そ
の
ま

ま
当
て
は
め
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
果
樹
園
風
景
も
大
事
だ
、

太
陽
光
発
電
と
景
観
保
全

が
両
立
で
き
る
と
思
う
か
。

（
町
長
）
両
立
す
る
た
め
に
、

今
ル
ー
ル
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。

（
要
望
）
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
ぜ
ひ

実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し

て
欲
し
い
と
願
う
。

算
出
し
直
し
、
そ
こ
か
ら

造
成
費
分
を
控
除
し
て
税

額
を
算
出
す
る
の
で
、
問

題
な
い
と
考
え
る
。

（
問
）
来
年
度
か
ら
の
課
税

方
法
に
つ
い
て
聞
く
。

（
住
民
税
務
課
長
）
周
辺
の

市
町
村
の
多
く
が
宅
地
の

価
格
を
基
準
に
考
え
て
い

る
の
で
、
松
川
町
も
そ
の

よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

（
問
）
そ
う
す
る
と
、
宅
地

課
税
の
８０
％
と
か
、
７０
％

と
か
に
な
る
の
か
。

（
住
民
税
務
課
長
）
そ
れ
に

つ
い
て
は
、
理
事
者
と
も

相
談
し
て
決
め
て
い
き
た

い
。

問答

太
陽
光
発
電
用
地
、固
定
資
産
税
の
新
課
税
方
法
を
問
う

宅
地
価
格
を
基
準
に
す
る
よ
う
、
変
更
し
た
い
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中平文夫 議員中平文夫 議員

職場環境改善委員会の使命
目標とする職場環境を定め

全庁で課毎の現状を知り、どう改善するか
全員の意思統一が必要

働き方改革

目標とする
職場は何か

全体で改善案を発表
全体で実行

課毎、分類項目毎
改善案を作成

全庁課毎に現状認識と分析　項目は統一する

　項目の例　通常業務とその他の業務の割合
縦割り業務と横割り業務の割合
有給休暇消化率　平均残業時間など

　　　　

類似項目毎にワークショップ形式で
改善解決案を作成する

なぜそうなって

いるかを考える

無駄な作業
ダブリの作業
指示系統の明確化

人事制度 人材育成

評価者訓練自己啓発

自己啓
発って

？

堅く考えずに

仕事を
離れて

皆で何か楽しくやろうよ！！

（
問
）
今
年
多
く
の
新
人
が

採
用
さ
れ
、
非
常
に
大
切

な
人
材
と
思
う
。
研
修
な

ど
は
順
調
に
行
わ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
一
番
大
事
に
研

修
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

（
総
務
課
長
）
今
年
の
新

卒
採
用
は
１０
名
、
今
ま
で

７
回
の
講
座
を
行
い
基
礎

知
識
や
専
門
研
修
、
業
務

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を

行
っ
て
い
る
。
所
属
の
係

長
が
先
輩
と
し
て
育
成
に

あ
た
っ
て
い
る
。
例
年
に

な
く
充
実
し
て
い
る
。
一

番
大
切
な
の
は
責
任
感
だ

と
思
う
。

（
意
見
）
希
望
を
も
っ
て
は

い
ら
れ
た
新
人
が
失
望
す

る
こ
と
な
く
、
将
来
に
向

か
っ
て
羽
ば
た
け
る
よ
う

教
育
す
る
責
務
が
あ
る
。

（
問
）
新
人
研
修
と
同
様
に

評
価
者
訓
練
も
重
要
で
あ

る
現
在
の
状
況
は
。

（
総
務
課
長
）
係
長
以
上

を
対
象
に
年
２
回
程
度
行

っ
て
い
る
。

（
問
）
人
と
な
り
を
見
極
め

る
力
、
信
頼
さ
れ
る
評
価

者
と
な
る
た
め
に
何
に
力

を
入
れ
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
自
前
で
行

っ
て
い
て
壁
に
ぶ
つ
か
っ

て
い
る
。
今
後
は
民
間
の

力
を
借
り
て
研
修
を
行
う
。

（
問
）
現
在
は
外
部
研
修
を

行
っ
て
い
な
い
の
か
。

（
総
務
課
長
）
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
て
い
る
が
、
外

部
研
修
は
行
っ
て
い
な
い
。

（
意
見
）
議
員
も
積
極
的
に

外
部
研
修
を
受
け
て
い
る
。

今
後
は
外
部
研
修
が
必
要

と
思
う
。

（
問
）
現
在
の
自
己
啓
発
の

状
況
は
。

（
総
務
課
長
）
数
年
前
に

若
手
職
員
が
中
心
に
な
り

「
地
域
を
守
る
会
」
と
し

て
活
動
し
て
い
る
が
そ
の

他
は
な
い
。

（
意
見
）
大
変
驚
い
た
、
職

場
環
境
、
人
間
環
境
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

今
後
は
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
こ
と
を
望
む
。

（
問
）
職
場
環
境
改
善
委
員

会
の
現
状
を
。

（
総
務
課
長
）
理
想
と
す

る
職
場
は
何
か
を
テ
ー
マ

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式

で
行
っ
た
。

（
問
）
最
終
目
標
は
何
か
。

（
総
務
課
長
）
問
題
を
出

し
て
振
り
分
け
、
理
想
の

職
場
に
す
る
こ
と
が
目
的
。

（
問
）
理
想
な
職
場
と
は
何
。

（
総
務
課
長
）
や
り
な
が
ら

そ
れ
を
皆
で
考
え
て
い
く
。

（
問
）
課
長
は
外
部
で
の
研

修
な
ど
を
受
け
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
審
議
員
の
相

談
役
に
２
年
前
か
ら
お
願

い
し
て
い
る
が
、
外
部
で

の
講
習
は
受
け
て
い
な
い
。

（
問
）
上
期
の
組
織
目
標
の

進
捗
状
況
で
は
い
ろ
い
ろ

な
諸
策
を
行
っ
て
い
る
が
、

目
標
も
定
ま
っ
て
い
な
い

な
か
で
、
ど
う
リ
ン
ク
さ

せ
る
か
が
問
題
、
理
事
者

の
重
要
度
の
認
識
は
。

（
副
町
長
）
町
長
は
、
常
々

役
場
は
サ
ー
ビ
ス
業
と
言

っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か

進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
、

期
待
も
し
、
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

（
町
長
）
幾
度
と
な
く
質
問

さ
れ
て
い
る
。「
会
話
が

弾
み
笑
顔
が
出
て
話
が
出

来
る
環
境
を
整
え
る
」
こ

と
が
大
切
な
こ
と
と
考
え
、

非
常
に
重
要
な
と
こ
ろ
に

位
置
す
る
。
次
年
度
の
大

き
な
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
意
見
）
最
終
目
標
が
明
確

で
な
い
と
こ
ろ
に
進
ま
な

い
原
因
が
あ
る
。
ず
ば
り

「
体
質
改
善
」
だ
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
職
員
全
員
で

現
状
を
分
析
し
、
認
識
し

な
い
と
何
も
で
き
な
い
。

庁
舎
内
ば
か
り
い
て
も

「
井
の
な
か
の
蛙
」と
な
る
、

も
っ
と
視
野
を
広
め
な
い

と
進
展
し
な
い
。「
議
会
と

語
る
会
」
で
も
多
く
の
町

民
の
皆
さ
ん
が
進
ま
な
い

改
革
を
心
配
し
て
見
守
っ

て
い
る
。

　
特
に
理
事
者
、
全
職
員

が
理
解
し
協
力
が
な
け
れ

ば
前
に
は
進
ま
な
い
。

問答

こ
れ
で
よ
い
の
か
働
き
方
改
革
の
進
捗
状
況

目
標
は
進
行
し
な
が
ら
着
地
点
を
見
つ
け
る
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川瀬八十治議員川瀬八十治議員

市 町 村 名
松　　川　　町
豊　　丘　　村
高　　森　　町
飯　　島　　町
中　　川　　村
飯　　田　　市
駒 ヶ 根 市

平成29年 （万円）
2 , 6 4 0
1 7 3

1 , 0 2 7
1 , 7 1 5
6 6 3

4 , 2 8 8
2 , 2 1 4

平成30年 （万円）
3 , 0 0 0
1 9 7

1 , 1 6 7
1 , 9 4 9
7 5 3

4 , 8 7 3
2 , 5 1 6

項　　目
総 消 費 電 力 量
太 陽 光 発 電 量
割　　合

平成27年度 （kWh）
95, 630, 000
14, 561, 000

15. 2%

95, 000, 000
18, 776, 000

19. 8%

平成29年度 （kWh）

※松川町平成29年分以外は推定値

※平成29年度は推定値

■松川町の電力状況
●総消費電力量に占める太陽光発電量

■近隣市町村の太陽光発電
●太陽光発電設備の償却資産税

（
問
）
昨
年
の
１２
月
定
例
会

で
の
町
長
の
発
言
か
ら
は

太
陽
光
発
電
に
対
し
て
の

固
定
資
産
税
の
話
は
一
切

な
く
、
今
年
の
９
月
の
定

例
会
で
は
固
定
資
産
税
見

直
し
の
話
題
が
出
た
。
こ

れ
は
、「
松
川
町
の
緑
を

守
る
会
」
か
ら
出
た
要
望

書
が
影
響
し
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
太
陽
光
発
電
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
来

て
い
る
。
住
民
税
務
課
長

と
相
談
す
る
な
か
で
、
松

川
町
が
間
違
っ
た
税
の
や

り
方
を
と
っ
て
い
る
と
い

う
認
識
は
な
く
て
き
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
後
い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

い
た
だ
く
な
か
で
、
９
月

に
見
直
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
申
し
上
げ
た
。
そ

う
し
た
な
か
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
部
署
を
集
め
、

ま
ず
行
政
と
し
て
ど
う
い

う
こ
と
が
と
れ
る
の
か
。

今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

を
も
う
一
度
振
り
返
る
な

か
で
、
税
や
ル
ー
ル
、
条

例
、
い
ろ
ん
な
規
則
、
い

ろ
ん
な
や
り
方
を
ど
う
や

っ
て
精
査
し
て
い
こ
う
か

と
進
み
始
め
た
と
こ
ろ
へ
、

ち
ょ
う
ど
「
町
の
緑
を
守

る
会
」
の
皆
さ
ん
か
ら
の

要
望
書
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
何
よ
り
も
監
査
意
見
書

を
私
は
重
く
感
じ
て
今
日

に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
問
）
要
望
書
の
内
容
に
つ

い
て
は
条
例
な
ど
を
作
成

す
る
よ
う
な
要
望
内
容
で

あ
っ
た
か
。
１
７
６
５
名

の
署
名
に
よ
る
要
望
書
に

よ
っ
て
動
き
が
変
わ
っ
て

き
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
。

　
一
点
目
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
作
成
、
策
定
に
つ

い
て
。

　
二
点
目
は
、
太
陽
光
発

い
う
こ
と
で
、
そ
の
売
電

益
の
な
か
か
ら
返
済
あ
る

い
は
基
金
と
し
て
と
っ
て

置
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

分
を
除
い
た
５
０
０
万
円
、

今
年
度
は
お
お
む
ね
６
０

０
万
円
を
子
育
て
支
援
と

い
う
こ
と
で
使
う
方
針
を

決
め
て
い
る
。

　
地
域
の
資
源
を
地
域
で

豊
か
に
す
る
た
め
に
使
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
細
か

い
こ
と
で
あ
る
が
、
や
は

り
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ふ

や
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

電
の
土
地
評
価
の
見
直
し

に
つ
い
て
。
こ
の
２
点
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

（
住
民
税
務
課
長
）
３
月
に

固
定
資
産
税
の
見
直
し
が

あ
る
。

（
環
境
水
道
課
長
）
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
現
在
、

案
を
検
討
中
で
あ
る
。

（
問
）
今
年
度
か
ら
町
施
設

の
屋
根
に
設
置
さ
れ
た
太

陽
光
発
電
の
売
電
益
で
、

小
中
学
校
に
新
し
く
入
学

さ
れ
る
家
庭
に
対
し
て
祝

い
金
が
支
給
を
さ
れ
た
。

入
学
の
際
に
は
、
大
変
に

費
用
が
か
か
る
と
聞
い
て

い
る
。
非
常
に
大
き
な
意

味
を
も
つ
制
度
で
あ
る
と

思
う
。
９
月
の
定
例
会
で

は
太
陽
光
発
電
の
売
電
益

で
来
年
度
も
支
給
を
さ
れ

る
よ
う
に
、
入
学
祝
い
金

の
補
正
予
算
も
組
ま
れ
た
。

　
こ
の
祝
い
金
制
度
に
つ

い
て
は
、
太
陽
光
の
売
電

益
で
長
期
的
に
継
続
を
し

て
い
く
の
か
。

（
町
長
）
松
川
町
で
行
っ
て

い
る
太
陽
光
発
電
の
売
電

益
に
よ
る
小
中
学
生
の
入

学
祝
い
金
に
つ
い
は
、
太

陽
光
発
電
事
業
で
の
収
益

は
子
育
て
支
援
に
使
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
、
全

員
協
議
会
の
な
か
で
皆
さ

ん
が
た
に
お
話
を
し
て
あ

る
。

　
そ
の
後
の
事
業
化
が
進

み
、
平
成
２８
年
度
か
ら
い

よ
い
よ
予
算
に
組
め
る
と

問答

固
定
資
産
税
の
見
直
し
は
さ
れ
る
の
か

30
年
度
は
見
直
し
の
時
期
で
あ
る

問答

小
中
学
校
入
学
祝
い
金
の
長
期
継
続
は

入
学
祝
い
金
は
継
続
し
て
い
く
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大蔵　洋 議員大蔵　洋 議員

旧東小を地域住民サービスの拠点に

企業誘致の可能性は

（
問
）
深
津
町
政
２
期
目
も

余
す
と
こ
ろ
１５
カ
月
。
平

成
２７
年
６
月
の
定
例
会
の

所
信
表
明
の
な
か
で
示
さ

れ
た
公
約
に
対
し
、
そ
の

進
捗
状
況
は
。

（
町
長
）
総
合
計
画
と
整
合

性
を
計
り
な
が
ら
愚
直
に

実
行
し
て
い
る
。
点
数
に

つ
い
て
は
残
さ
れ
た
任
期

の
な
か
で
１
０
０
点
満
点

を
目
指
し
て
や
っ
て
い
く
。

現
時
点
で
の
評
価
は
差
し

控
え
た
い
。

（
問
）
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が

取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
な

か
、
町
長
の
視
点
が
外
に

向
け
ら
れ
過
ぎ
て
い
る
の

で
は
。
庁
舎
内
の
人
心
の

把
握
が
疎
か
に
な
っ
て
は

い
な
い
か
。

（
町
長
）
外
交
的
、
営
業
マ

ン
的
な
動
き
は
し
っ
か
り

や
っ
て
い
る
。
庁
舎
内
の

気
配
り
、
目
配
り
に
つ
い

て
も
副
町
長
、
教
育
長
と

相
談
す
る
な
か
で
対
応
し

て
い
る
。

（
問
）
懸
案
事
項
の
多
く
が

完
了
、
ま
た
は
方
向
性
が

示
さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
て

い
る
。
唯
一
、
旧
東
小
学

校
の
活
用
に
つ
い
て
は
何

ら
進
展
が
見
ら
れ
な
い
。

残
さ
れ
た
任
期
の
な
か
で
、

ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
示

し
、
計
画
し
て
い
く
の
か
。

（
町
長
）
あ
と
利
用
検
討
委

員
会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま

え
、
高
齢
者
の
拠
り
所
と

し
て
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
や
サ

ロ
ン
、
子
ど
も
の
活
動
の

場
な
ど
来
年
度
に
向
け
、

担
当
課
と
相
談
中
。
ま
た

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
対
し

て
、
私
の
考
え
を
示
し
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い

と
投
げ
掛
け
を
し
て
い
る
。

（
要
望
）
地
域
住
民
の
拠
り

所
と
し
て
、
ま
た
青
少
年

の
活
動
、
学
び
の
場
と
な

る
よ
う
な
複
合
的
な
施
設

へ
の
活
用
を
一
刻
も
早
く

お
願
い
し
た
い
。

（
問
）
地
元
住
民
か
ら
は
、

発
生
土
の
受
入
量
や
緑
地

帯
を
盛
り
込
ん
だ
施
工
完

成
図
が
示
さ
れ
な
い
と

賛
・
否
の
判
断
が
で
き
な

い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
。

（
産
業
観
光
課
長
）
町
で
は

設
計
が
困
難
な
た
め
、
専

門
家
に
委
託
し
、
早
急
に

対
応
し
た
い
。

（
問
）
松
川
イ
ン
タ
ー
企
業

団
地
候
補
地
に
、
リ
ニ
ア

工
事
の
発
生
土
を
受
け
入

れ
て
ま
で
７
ha
の
造
成
を

図
る
思
惑
は
。

（
産
業
観
光
課
長
）
現
況
の

状
態
で
企
業
誘
致
活
動
を

進
め
て
も
成
果
に
至
ら
な

か
っ
た
。
県
の
紹
介
も
あ

り
Ｊ
Ｒ
に
土
地
の
買
取
り

を
条
件
に
手
を
挙
げ
た
。

Ｊ
Ｒ
か
ら
は
、
３
ha
を
借

地
、
発
生
土
受
入
を
条
件

に
全
面
造
成
を
行
う
提
案

が
出
さ
れ
た
。
多
く
の
課

題
や
財
政
負
担
を
伴
な
う

が
、
絶
好
の
機
会
と
判
断

し
た
。

問答

所
信
表
明
に
対
す
満
足
度
・
課
題
は

評
価
は
差
し
控
え
た
い

問答

今
、
造
成
を
図
る
思
惑
は

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
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佐藤史人 議員佐藤史人 議員

ここも「見える化」が必要！！
なかが見えない
「えみりあ」調理室

（
問
）
リ
ニ
ア
残
土
、
太
陽

光
発
電
な
ど
の
課
題
対
処

の
た
め
に
、
職
員
の
通
常

業
務
に
、
支
障
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う

な
大
き
な
課
題
が
出
て
き

た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

（
町
長
）
行
政
と
議
会
で
は

課
題
に
対
す
る
捉
え
方
が

違
う
の
で
、
委
員
会
の
な
か

で
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

（
問
）
知
人
か
ら
姉
妹
都
市

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
台
風
被

害
果
を
販
売
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
く
だ
も
の
の
松

川
町
が
ど
う
し
て
と
言
わ

れ
た
が
。

（
町
長
）
被
害
果
を
ど
う
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で

事
情
を
説
明
し
た
上
で
販

促
に
つ
な
げ
た
。
生
産
者

の
手
取
り
を
増
や
し
た
い

と
い
う
政
策
的
な
一
面
も

あ
っ
た
。

（
問
）
町
民
は
、
町
の
動
き

や
町
長
の
考
え
を
何
で
知

る
の
か
。
定
例
の
記
者
会

見
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

（
町
長
）
電
子
メ
ー
ル
で
、

会
議
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

中
心
に
新
聞
社
５
社
ほ
か

マ
ス
コ
ミ
９
社
に
提
供
し

て
い
る
。
そ
れ
は
当
町
の

み
で
好
評
。
町
政
懇
談
会

や
会
合
な
ど
に
出
席
し
、

そ
の
模
様
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
今

現
在
定
例
の
記
者
会
見
は

考
え
て
い
な
い
。

（
要
望
）
町
民
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
町
を
知
る
の
で
は

な
い
。
議
会
放
送
だ
け
で

は
な
い
町
長
の
思
い
を
毎

月
き
ち
ん
と
し
た
形
で
語

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
問
）
松
川
町
が
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
の
パ
ブ
リ
シ
テ

ィ※

に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
。

先
日
フ
ル
ー
ト
の
リ
サ
イ

タ
ル
（
松
川
町
・
伊
那
県

文
主
催
・
長
野
県
共
催
）

が
あ
り
、
町
外
か
ら
も
多

く
の
お
客
様
が
来
場
さ
れ

た
。
松
川
町
が
文
化
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組

み
が
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
情
報

と
し
て
話
題
に
な
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
の
か
。

（
町
長
）
全
部
、Ｐ
Ｒ
が
出

来
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

町
の
発
信
力
を
高
め
る
こ

と
は
、
交
流
人
口
の
増
加

に
か
か
わ
る
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
カ
レ

ン
ダ
ー
で
あ
る
「
松
川
か

わ
ら
版
」
を
新
聞
折
り
込

み
し
て
い
る
。

社
会
教
育
施
設
の
整
備
及

び
維
持
管
理
の
項
目
で
、

「
現
在
の
と
こ
ろ
問
題
な

く
推
移
、
現
段
階
で
の
改

善
点
は
な
い
。」
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
教
育

長
は
ど
う
指
導
助
言
さ
れ

た
の
か
。

（
教
育
長
）
点
検
評
価
欄
の

指
摘
の
部
分
は
詳
し
い
チ

ェ
ッ
ク
は
し
て
い
な
い
。

「
え
み
り
あ
」
な
ど
利
用
さ

れ
る
町
民
の
声
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
管
理
す
る
側
の

視
点
で
は
な
く
、
公
演
者

や
参
加
さ
れ
る
方
々
の
要

望
を
検
討
課
題
に
し
た
い
。

（
問
）
３０
年
度
の
予
算
編

成
を
す
る
な
か
で
第
５
次

総
合
計
画
に
な
い
事
業
は

ど
う
位
置
づ
け
を
し
て
い

く
の
か
。

（
町
長
）
第
５
次
総
合
計
画

は
町
民
総
意
で
で
き
た
も

の
。
そ
こ
に
私
の
一
番
の

施
策
で
あ
る
「
交
流
人
口

の
増
加
」
を
推
進
し
て
い

く
。

（
問
）
第
６
次
総
合
計
画
の

策
定
準
備
に
来
年
度
入
る

が
、
深
津
町
長
は
次
期
も

続
投
さ
れ
る
の
か
。

（
町
長
）
今
の
時
点
で
言
う

こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

（
問
）
第
５
次
総
合
計
画
の

２８
年
度
の
事
業
評
価
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
報
告
は
、
ど
う
い
か

さ
れ
た
の
か
。

（
副
町
長
）
各
課
の
事
務
担

当
者
レ
ベ
ル
に
お
い
て
成

果
や
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
検
証
は
終
了
。
総
合
計

画
推
進
会
議
の
皆
さ
ん
に

は
未
報
告
。
た
ま
た
ま
始

ま
っ
た
３０
年
度
に
向
け
て

の
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
町

長
を
交
え
て
や
っ
て
い
る
。

総
合
計
画
を
持
ち
出
し
内

容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
な
か

で
予
算
を
作
る
よ
う
指
示

し
て
い
る
。
今
の
総
合
計

画
は
４
年
間
。
４
年
は
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
う
。

（
問
）
２８
年
度
の
Ｐ
D
C
A

報
告
も
な
く
、
２９
年
度
の

組
織
目
標
の
進
捗
状
況
報

告
書
が
１１
月
末
に
出
さ
れ

ま
し
た
。
生
涯
学
習
課
の

※

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ…

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
情
報
発
信
し
、
記
事
や
番
組
で
取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と

問答

「
松
川
町
は
、だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」に
ど
う
答
え
る
の
か

定
例
の
記
者
会
見
は
考
え
て
い
な
い

問答

「
松
川
町
の
進
ん
で
い
く
方
向
が
わ
か
ら
な
い
」に
ど
う
応
え
る
の
か

町
民
総
意
の
第
５
次
総
合
計
画
に
沿
う
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（
問
）
今
年
一
年
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
今
ま
で
で
は

考
え
ら
れ
な
い
凄
惨
な
事

件
が
多
く
発
生
し
て
い
る
。

子
ど
も
を
含
め
た
自
殺
も
。

ど
ん
な
大
人
も
学
校
教
育

を
受
け
人
間
形
成
さ
れ
た

は
ず
だ
。
社
会
の
変
化
に

伴
い
教
育
環
境
も
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
今
一

度
、
当
町
の
教
育
、
子
育

て
に
対
す
る
考
え
方
を
伺

う
。

（
町
長
）
教
育
委
員
会
に

は
基
礎
学
力
向
上
と
社
会

性
の
二
つ
の
こ
と
を
お
願

い
し
て
い
る
。
ま
た
地
域

の
皆
さ
ん
が
学
校
を
応
援

し
子
ど
も
達
と
接
し
て
く

れ
る
な
か
で
育
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い

る
。

（
教
育
長
）
非
常
に
激
し
い

変
化
の
な
か
で
子
ど
も
た

ち
に
ど
う
い
う
力
を
つ
け

る
の
か
が
一
番
の
ポ
イ
ン

ト
だ
。
学
力
に
つ
い
て
は

知
識
や
技
能
を
使
っ
て
い

か
に
創
造
的
な
思
考
が
で

き
る
体
験
を
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
社

会
性
に
つ
い
て
は
家
庭
と

地
域
が
重
要
な
要
素
で
自

分
が
ど
れ
だ
け
地
域
に
貢

献
で
き
る
か
も
大
事
な
ポ

イ
ン
ト
だ
。
当
町
の
子
ど

も
た
ち
は
調
査
か
ら
も
自

己
肯
定
感
が
育
ま
れ
て
い

る
結
果
が
現
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
単
な
る
独
り
よ
が

り
で
な
く
親
や
社
会
の
役

に
立
つ
こ
と
で
、
周
り
か

ら
認
め
ら
れ
た
、
そ
れ
が

自
己
有
用
感
の
支
え
と
な

る
。
そ
の
経
験
が
町
で
は

し
っ
か
り
で
き
て
い
る
。

（
問
）
て
ら
こ
や
の
成
果
と

小
学
校
へ
の
取
り
組
み
は
。

（
教
育
長
）
て
ら
こ
や
は
今

年
で
５
年
目
を
迎
え
、
中

学
３
年
生
対
象
で
夏
休
み

中
の
み
か
ら
毎
週
水
曜
日

に
開
校
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校

の
先
生
と
の
連
携
も
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
の
小
学

校
時
と
中
学
時
と
の
比
較

で
成
果
が
現
れ
て
い
る
。

小
学
校
で
は
算
数
の
指
導

教
員
を
配
置
し
、
５
、
６

年
生
を
対
象
に
ク
ラ
ス
を

分
割
し
少
人
数
編
成
と
い

う
形
で
対
応
し
て
い
る
。

（
問
）
教
師
や
保
育
士
の
長

時
間
労
働
、
働
き
方
改
革

は
。

（
教
育
長
）
小
中
学
校
で
は

県
の
平
均
に
比
べ
る
と
少

な
い
け
れ
ど
、
超
過
勤
務

が
そ
こ
に
現
実
と
し
て
あ

る
と
い
う
実
態
が
あ
る
。

ま
ず
は
意
識
改
革
と
統
合

型
公
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
業
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
部
活

動
は
松
川
町
ス
ポ
ー
ツ
活

動
運
営
委
員
会
を
開
催
し

時
短
な
ど
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

（
子
ど
も
課
長
）
保
育
士
に

つ
い
て
は
話
し
合
い
の
な

か
で
休
憩
や
残
業
な
ど
の

対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

（
意
見
）
保
育
園
で
は
現
実

に
休
憩
が
取
れ
な
い
、
残

業
の
常
態
化
が
現
実
に
あ

る
。
現
場
に
押
し
つ
け
る

対
応
で
な
く
、
お
昼
寝
や

掃
除
な
ど
の
パ
ー
ト
さ
ん

活
用
な
ど
親
身
に
な
っ
た

体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
。

（
問
）
人
事
評
価
の
見
直
し
、

人
事
交
流
の
推
進
、
労
務

管
理
、
人
材
育
成
な
ど
働

き
方
改
革
に
繋
が
る
多
く

の
指
摘
や
提
案
が
な
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
行
政
機

能
の
改
善
、
向
上
は
依
然

と
し
て
見
え
て
こ
な
い
。

職
員
の
や
る
気
、
感
度
の

問
題
な
ど
体
質
改
善
が
な

さ
れ
な
い
の
は
、
管
理
者
、

上
司
を
含
め
改
善
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
ス
キ
ル
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
こ
と
に
つ

き
る
の
で
は
な
い
か
。
今

は
外
部
の
力
を
借
り
な
け

れ
ば
改
革
で
き
な
い
と
思

う
が
。
ま
た
、
分
課
の
評

価
は
。

（
町
長
）
新
入
職
員
や
人
事

異
動
で
対
応
で
き
る
シ
ス

テ
ム
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し

て
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
に
入

っ
て
い
け
る
体
制
を
作
っ

て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
分
課
に
つ
い
て

は
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
に

よ
り
横
断
的
な
対
応
が
で

き
て
い
る
の
は
進
歩
と
思

っ
て
い
る
。

問答

教
育
環
境
の
変
化
に
ど
う
対
応
す
る
？

地
域
が
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
が
大
切

問答

機
能
す
る
行
政
に
す
べ
き
こ
と
は

働
き
方
改
革
が
中
心
に
な
る
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●
シ
リ
ー
ズ
「
え
が
お
」

に
ふ
さ
わ
し
い
中
学
生
た

ち
の
は
ち
き
れ
る
え
が
お

が
さ
わ
や
か
に
表
さ
れ
て

い
て
良
か
っ
た
。「
え
が

お
」
と
特
集
健
康
長
寿
を

…
の
見
出
し
も
対
象
的
で

引
き
つ
け
る
見
出
し
で
あ

っ
た
。

●
中
学
２
年
生
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
表
紙
で

す
が
親
近
感
が
あ
り
可
愛

い
ら
し
さ
の
残
る
素
朴
な

写
真
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
行
事
が
あ
っ
た

ん
だ
と
知
ら
せ
て
く
れ
る

一
面
も
あ
っ
て
表
紙
と
し

て
目
の
付
け
方
も
良
い
と

思
い
ま
す
。

●
各
内
容
の
見
出
し
は
大

体
内
容
を
的
確
に
表
現
し

て
い
ま
す
。
問
題
把
握
を

し
て
い
て
議
会
ら
し
さ
が

あ
っ
て
良
い
で
す
。
「
委

員
会
だ
よ
り
」
は
常
設
記

事
だ
か
ら
見
出
し
は
も
っ

と
小
さ
く
て
良
い
と
思
い

ま
す
。
紙
面
が
勿
体
な
い
。

●
二
度
〝
み
ら
い
〞
の
写

真
が
あ
る
、
ど
ち
ら
も
建

物
の
外
観
だ
け
は
芸
が
な

い
。

●
写
真
を
入
れ
て
見
や
す

い
ペ
ー
ジ
を
作
ろ
う
と
し

て
い
る
の
が
分
か
り
良
い
。

問
題
点
が
分
か
る
図
表
も

増
え
て
き
た
。
更
な
る
改

善
を
期
待
し
ま
す
。

●
カ
ラ
ー
写
真
の
ほ
う
が

良
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま

す
が
、
費
用
が
か
か
る
の

で
現
在
の
白
黒
で
よ
い
と

思
い
ま
す
。
記
事
ご
と
に

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ

て
お
り
適
切
だ
と
思
い
ま

す
。

●
特
集
「
健
康
長
寿
を
目

指
す
ま
ち
づ
く
り
を
」
に

つ
い
て
は
、
誰
も
が
避
け

て
通
れ
な
い
老
い
に
関
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
ま
す

高
齢
化
社
会
と
な
っ
て
い

く
た
め
、
タ
イ
ム
リ
ー
に

問
題
提
起
し
て
い
た
だ
い

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
私
は
読
み
や
す
く
て
良

い
と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ

た
紙
面
の
中
で
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
情
報
を
伝
え

た
い
と
い
う
思
い
が
わ
か

り
ま
す
。

●
「
幅
広
く
、
も
れ
な
く
、

均
等
に
」
紙
面
を
構
成
す

る
こ
と
が
「
平
板
で
つ
ま

ら
な
く
読
ん
で
も
よ
く
わ

か
ら
な
い
」
紙
面
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
視

察
研
修
の
ペ
ー
ジ
で
は
報

告
の
部
分
は
も
っ
と
割
愛

し
て
内
容
に
つ
い
て
記
述

し
て
ほ
し
い
。

●
一
般
質
問
は
住
民
が
見

て
い
る
よ
う
で
す
。
議
員

を
知
る
所
で
も
あ
り
ま
す
。

住
民
に
も
気
楽
に
質
問
を

受
け
る
よ
う
に
促
し
た
ら

ペ
ー
ジ
が
充
実
し
ま
す
。

●
進
ま
ぬ
職
場
改
善
に
つ

い
て
、
よ
り
具
体
的
に
取

り
上
げ
て
ほ
し
い
。
職
場

全
員
の
ス
キ
ル
の
状
況
、

今
年
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

資
格
と
い
っ
た
具
体
的
な

こ
と
を
表
に
し
て
答
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
一
般
質
問
は
質
問
答
弁

が
要
約
さ
れ
て
い
て
良
い

が
、
突
っ
込
ん
だ
問
答
も

記
し
て
は
ど
う
か
。
議
決

結
果
が
あ
り
、
議
会
の
動

き
質
疑
結
果
が
あ
り
わ
か

り
や
す
い
。

●
巻
末
「
こ
の
町
に
暮
ら

し
て
」
毎
回
、
関
心
を
も

っ
て
興
味
深
く
拝
読
し
て

い
る
。
こ
こ
に
登
場
い
た

だ
い
て
い
る
方
々
は
全
て

自
治
会
な
ど
へ
加
入
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
う
が
、

そ
う
で
な
い
方
々
も
果
た

し
て
自
治
会
や
区
に
加
入

し
て
い
る
の
か
な
、
な
ん

て
思
う
こ
と
も
あ
る
。
自

治
会
や
区
の
役
員
を
し
た

時
、
未
加
入
者
宅
を
自
治

会
・
区
加
入
勧
誘
に
訪
問

し
た
際
、
け
ん
も
ほ
ろ
ろ

に
対
応
さ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
役
場
担
当

者
に
転
入
者
に
対
し
て
そ

の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
（
例
え

ば
、「
転
入
後
、
約
１
カ

月
が
経
ち
ま
す
が
、
そ
の

後
、
不
都
合
な
こ
と
が
生

じ
て
い
な
い
か
。
自
治
会

（
区
）へ
の
加
入
は
済
み
ま

し
た
か
」）
な
ど
の
声
掛

け
が
さ
れ
て
い
る
か
。

●
各
号
で
モ
ニ
タ
ー
の
意

見
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、

そ
れ
に
対
す
る
議
会
の
反

応
を
聞
き
た
い
。

広
報
部
編
集
委
員
会
よ
り

　
新
た
な
モ
ニ
タ
ー
の
皆

様
か
ら
二
度
目
の
ご
意
見

を
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の

議
会
だ
よ
り
に
も
ま
だ
ま

だ
反
映
し
き
れ
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
議
会
と
町
へ
の

ご
意
見
も
話
し
合
い
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
様
か
ら
の
ご

要
望
が
多
い
議
員
の
個
々

の
活
動
の
掲
載
に
つ
い
て

は
、
編
集
方
針
と
し
て
行

わ
な
い
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
最
も
関
心
が
あ
る

と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
が

紙
面
以
外
で
伝
え
ら
れ
る

場
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
ま
た
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

■
モ
ニ
タ
ー
し
て
も
ら
っ
た
議
会
だ
よ
り
1
3
7
号

議
会
だ
よ
り

紙
面
構
成（
割
り
付
け
）

表
紙・見
出
し・写
真
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東
日
本
大
震
災
の
起
き
た
、
平
成

２３
年
の
１１
月
に
生
田
中
山
地
区
に
家

が
見
つ
か
り
、
様
々
な
ご
縁
を
い
た

だ
い
て
移
り
住
み
ま
し
た
。

　
東
京
の
浄
土
宗
の
お
寺
の
念
仏
自

然
道
場
と
し
て
６
年
が
経
ち
ま
し
た
。

隣
家
と
は
離
れ
て
い
る
家
な
の
で
、

朝
夕
の
勤
行
の
木
魚
の
音
も
そ
ん
な

に
迷
惑
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
月
一
回
の
念
仏
会
と
時

折
の
断
食
道
場
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
の
中
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
の
で
、
四
季
折
々
の
美
し

さ
に
と
り
囲
ま
れ
て
い
て
、
心
静
か

に
暮
ら
せ
ま
す
。
訪
れ
て
く
れ
る
人

達
に
も
、
こ
の
場
所
の
風
景
に
満
足

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
住
ん
で
な
か
な
か
大
変
だ

と
思
う
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
冬
の
雪
か
き
で
、
町
道
か
ら
県

道
ま
で
の
約
１
４
０
メ
ー
ト
ル
を
雪

か
き
し
て
、
竹
ぼ
う
き
で
き
れ
い
に

掃
い
て
お
き
ま
す
。
雪
が
残
っ
て
凍

結
す
る
と
車
の
登
降
が
困
難
に
な
る

か
ら
で
す
。
そ
の
く
ら
い
急
な
坂
道

の
上
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
。
も
う

一
つ
は
夏
場
の
斜
面
の
草
刈
り
で
す
。

大
汗
を
か
い
て
熱
中
症
ギ
リ
ギ
リ
で

が
ん
ば
り
ま
す
。
つ
ら
い
作
業
も
自

分
の
体
力
と
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

だ
と
思
っ
て
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　
静
か
な
山
里
で
の
暮
ら
し
、
こ
こ

か
ら
部
奈
に
抜
け
る
道
で
、
部
奈
集

落
入
口
の
灌
漑
溜
池
に
映
る
木
曽
山

脈
の
雄
大
な
眺
め
を
よ
く
写
真
に

撮
っ
て
い
ま
す
。
県
道
22
号
線
で
は

春
の
訪
れ
か
ら
、
サ
ン
シ
ュ
ユ
、
ヤ

マ
ツ
ツ
ジ
、
新
芽
新
緑
、
桜
、
藤
と

車
の
中
か
ら
で
も
美
し
い
自
然
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら

円
満
坊
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
と
、
十

一
面
観
音
座
像
も
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
文
化
財
と
し
て
の
価
値
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
信
仰
の
対
象
と
し
て

も
興
隆
あ
ら
ん
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　
最
近
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
二
度
も

鳴
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
僕
は
強
く
、

弱
い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
で

も
平
和
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　
昨
年
は
、
我
が
町
の
果
樹
の
主
役

で
あ
る
「
ふ
じ
」
が
、
台
風
、
秋
の
長

雨
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
、
果

樹
栽
培
を
手
助
け
す
る
身
と
し
て
辛
い
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
第
１６
期
議
会
も
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
サ

ポ
ー
タ
ー
や
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

貴
重
な
ご
意
見
、
身
近
な
議
会
を
目
指
し
て
改

革
・
改
善
に
奮
闘
中
で
す
。

　
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
大
蔵
　
洋
）

事務局

あ
と

が
き

（部　長）

黒澤　哲郎

（副部長）

佐藤　史人

米山　郁子

（部　員）

熊谷　宗明

坂本　勇治

大蔵　　洋

川瀬八十治

  

米山　詩乃

北林　　悠

広 報 部

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!

タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング牧
師の演説の一節。 職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運動に
大きな影響を与え、未来を切り開いた。

私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち

松川町少年少女卓球クラブ

生
田
中
山
　
山

本
　
純

静
寂
な
山
間
を
求
め
て

（編集委員会）

あいさつをしっかりすることを大切に基本的な打ち方
をマスターできるように練習しています。単純な練習
が多いのですが粘り強くまじめに取り組んでいます。
仲間は4年生から中学2年生です。私達はみんな仲良
く練習に取り組んでいます。興味のある方大歓迎です。

議会だよりのバックナンバーは公式ＨＰにてご覧になれます。 松川町　議会だより

●
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